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一　新婚初夜








		
　春のあたたかい日差しが教会のステンドグラスを照らし、室内を仄かな色に染める。讃美歌が揺蕩う神聖な空気が満ちる中、祭壇の前には神父と純白の衣装を身に纏った若い男女が並ぶ。結婚式だ。

「それでは誓いのキスを……」

　神父の厳かな声が花嫁の耳に届く。ウェディングドレスに身を包んだ松まつ原ばら一いち華か二十七歳は、緊張した面持ちで体の向きを変えた。

　ヒールを履いていても見上げるほど高身長の花婿──宮みや坂さか斗とう真ま二十九歳は一華のベールを丁寧に摘まみ、ゆっくり上げていく。

　少しくせのある髪、高い鼻に薄めの唇、涼しい目元。見目麗しいと誰もが認める彼が一華のパートナーだ。

　ベールを上げきった斗真は切れ長の目を細めて一華をじっと見つめてくる。

　──とうとうこの瞬間が……！

　なにしろ一華の人生で最初のキスがこの結婚式なのだ。初めての体験に期待と緊張を胸に抱え、そっと目を閉じた。

　まぶたの裏に浮かんできたのは、遠き日の祖母との思い出だ。

　まばゆいほどの陽光が差し、花々が咲き乱れる広い庭。キラキラした記憶は一華の心を和ませるものの、センチメンタルな心地にもさせる。

　六歳の一華はガーデンテーブルでおやつを食べながら、一緒にいる祖母とおしゃべりを楽しんでいる。

『おばあちゃま、私ね、素敵なお婿さんを見つけて、大好きな人と、しあわせな結婚をしたい』

　一生懸命に話す一華に、祖母は目尻にしわを寄せてくしゃあっと笑いかけてくれる。

『そうだね。一華はいい子だから、絶対いい旦那さまを見つけられるよ』

『うん！』

　しかしこの結婚は一華の望んだものではない。希望とかけ離れた状態で、仕方なく結ばれた縁なのだ。

　それなのに、あの日から思い描いてきたようにしあわせになれるのか。そうなりたい、と願いながら斗真の唇を受けた。

　触れ合うだけの軽いキスは、斗真の唇の柔らかささえも感じることなく終えてしまい、一華は少し拍子抜けしてしまう。

「良き日に、ふたりは結婚の絆によって結ばれました。みなさま、一緒にふたりのしあわせを祈りましょう。実り豊かな生活を送ることができますように……」

　神父のありがたい祈りの言葉が教会内に響き、結婚式が滞りなく終わると、一息つく間もなくパーティ会場に移った。

　司会進行のある披露宴ではなく、自由に楽しんでもらえるよう考案した立食形式のため、派手な入場パフォーマンスもない。

　それでも会場に入るとすぐに出席者たちに囲まれた。

「ご結婚おめでとうございます！」

「結婚おめでとう！」

　我先にと祝いの言葉を口にする人たちの勢いと圧に、一華はタジタジしてしまう。

　二百人ほどいる招待客のほとんどは、ファッションメーカーミヤサカの御曹司である斗真側の出席者たちなのだ。誰もがセレブリティな衣装を纏い、分かりやすい作り笑顔を浮かべる人もいる。

　一華も染料メーカーとしては老舗の松原染料の社長令嬢だが、斗真の会社ほど大きくないため、招待客は全体の三割もいない。

　──知った顔がひとりも見つけられないなんて、こんなのってある……？

　ある程度の想像をしていたものの、これほどとは思っていない。密かに冷汗をかく。

　斗真の友人、取引先、関連会社……一華には相手の素性がまったく見分けられないため、話しかけられても最適な返答をすることができない。

　斗真に紹介してもらうのが一番いいのだが、彼も個人的に話しかけられているので声をかけるタイミングがつかめない。

　それに海外からの客人もいて、当然外国語で話しかけられる。英語の知識はあるものの、実際に話すのは難しい。

　失礼のないように相づちを返すにとどめ、ひたすら笑顔を見せるしかない。

　対して斗真にはほぼ笑顔がないが、落ち着いた様子で、外国語に対しても淡々と言葉を交わしている。

「美しい花嫁さま。斗真さんはしあわせですわね」

　気品のある年配のご婦人に話しかけられた斗真は、「ええ、そうですね」と短く返すのみだ。会話が続かず、ご婦人は早々に離れていく。

　そっけないとは思うものの、招待客は多いのでひっきりなしに挨拶に来る。すべての人を相手にゆっくり会話をすることは無理なのだ。

　──だから、わざと言葉数を少なくしてるのかもしれないわ。

　挨拶の人たちがようやくまばらになったとき、一華の元にライトパープルのドレスを身に着けた華やかな女性が来た。

　栗色の髪に綺麗な花の髪飾りをつけたその人は、親し気な笑顔を浮かべた。一華の姉、葉は菜なである。

「お疲れさま～。ようやく人が引けて来たわね。私も、ついさっき男性たちから解放されたところなの～。やっと一華のそばに来られたわ」

　そう言って、美しい笑顔を見せる。

　気軽にパーティを楽しんでいるようで、花嫁なのに孤独を感じている一華としては、複雑な気持ちである。

　──そばにいてくれてもいいのに。

　葉菜は三姉妹の中でも美人で社交的なため、独身男性たちから人気がある。パーティのような人の集まるところでは、若い男性たちに囲まれるのが常なのだ。

　対して真ん中の一華はおとなしくて装いも控えめなため、華やかな場でも男性から声をかけられることはほぼなかった。

　前は羨ましく思ったこともあるが、結婚した今はそんな気持ちにはならない。

「お父さんたちは？」

　一華が気になっていたことを尋ねると、葉菜は声を潜めた。

「お父さんもお母さんもミヤサカ側の招待客に挨拶してる。名刺も配って……一華の結婚式なのに、会社のアピールばかりしてるのよ」

「そう……」

　一華は目を伏せた。

　──今日くらいは、私のことを気にしてほしかったな……。

　残念な気持ちになるが、この結婚に至った経緯を思えば、両親の行動も仕方がないことかもしれない。

「それから、花か純すみは色気より食い気ね。ずっとテーブルのそばから離れないの」

　歳の離れた妹の花純は中学生になったばかりだ。食べ物に夢中なのが微笑ましいと思える。美味しそうに食べているところを想像すると、思わず笑みを零した。

「あ、一華の旦那さま。ようやく空きそうね。ご挨拶するわ」

　出席者との話が終わった斗真に、葉菜はあでやかな笑みを向けた。

「斗真さん、一華の姉の葉菜です」

　多くの男性たちを魅了する葉菜の微笑みに対し、斗真は表情を変えることなく「存じていますよ」と答える。

「宮坂家のおかげで祝いの人も大勢で、いい結婚式になったと両親も喜んでいます。さすが、ミヤサカですね。これから公私ともによろしくお願いします」

「勿論、分かっていますよ。その為の結婚でしょう」

　斗真はさらりと言う。

　葉菜が言葉を継ぐ前に別の出席者に声をかけられ、「失礼」と断ってそちらに顔を向けてしまった。

　葉菜は少し膨れ気味だ。

「ね、一華。斗真さんって、すごくそっけないよね。やっぱり噂通りの人みたい」

「え？　噂通りって……？」

「宮坂斗真は、冷徹な人だっていうの」

「……そう、なの？」

「一華はこれから大変だけど、めげずにがんばってね」

　暗に『決して離婚するな』と釘を刺してくる。

「大丈夫。心配しないで」

　斗真の耳に入らないように耳打ちを返すと、葉菜は両親を探すと言って離れていった。

　──ほんとうに、冷たい人なのかな……。

　一華はちらりと斗真を見た。

　疲れた様子は微塵もなく、涼しい顔をしている。こちらは緊張したり戸惑ったり焦ったりしているのに、朝からほとんど表情を変えずにいられるメンタルの強さは、御曹司ゆえだろうか。

　──それとも葉菜の言う通りの性格だから？

「一華さん、斗真。ふたりとも飲み物はいかが？」

　唐突に声をかけてジュースの入ったグラスを差し出してきたのは、斗真の母──義母の真ま紀き子こだ。

　ピシッと背筋を伸ばした威厳のある雰囲気だけれど、一華には柔らかい笑顔を向けてくれる。

「とくに一華さんは朝から忙しかったもの、ずっとなにも口にしていないでしょう。ほら、グラスをお取りなさいな」

　言われて初めて喉がカラカラなことに気づき、一華はありがたくジュースを受け取った。

「斗真も気を利かせなさい。お嫁さんは大事にしなくてはいけないの」

「はい、気づかずにすみません」

「この結婚の意味を理解しているのでしょう？」

　真紀子のお小言に、斗真は少し顔を歪めた。

「勿論ですよ。いただきます」

　斗真がグラスを傾けたあと、一華もストローに口を付ける。冷たい液体が喉を潤し、体の細胞が瑞々しさを取り戻したような心地がした。

　

　

　パーティを終えて花嫁の控室に入った一華は、朝から続いた緊張から解放されてホッとするものの、これから始まる生活に大きな不安を抱えていた。

　実は、斗真とはお見合いの席で一度話したきりなのだ。今日もお互いの動きを確認するのみで、会話らしいことは皆無だった。

　仕事が忙しい彼とはデートをしたこともなく、結婚準備もお互いに淡々とこなして、交際ゼロ日で結婚に至っている。

　パーティ会場で、どことなくよそよそしかったのもその為だ。

　──だってふたりは政略結婚……お互いの利害の一致で結ばれた縁だもの……。

　しかし、最初に縁談を持ちかけられたのは一華ではなく、姉の葉菜のほうだった。

『ごめんね。でも、一華には恋人がいないでしょう。私は彼を愛してるの。別れたくないのよ。だからお願い。やさしい一華ならきっと好かれると思うから大丈夫よ』

　恋人のいる葉菜は『彼と結婚を考えているのに、縁談なんて受けられない』と、『代わってほしい』と、涙を流して懇願してきたのだ。

　代わりにお見合いするのは構わない。けれど、一華には〝大好きな人としあわせな結婚をする〟という夢がある。

　──お見合い結婚じゃ、大好きな人とは言えないわよね。

　だから一華は『無理して縁談を受けなくてもいいんじゃないの？』と両親に問いかけてみたのだ。

　──そうしたら……。

『この結婚が頼みの綱なんだ。会社と従業員たちを救ってくれ。結婚すれば、無条件で援助が得られるんだ』

　一華は小さなため息を吐いた。辛そうに顔を歪める葉菜と頭を下げる両親の顔が、頭の中でぐるぐる回る。

　そこまで経営がひっ迫しているとは夢にも思っていなかった。

　松原染料は江戸時代から続く老舗企業なのだ。色褪せない染料として昔から多くの企業に使用されてきた。一華も従業員も誇りを持って仕事をしている、いい会社だ。

　だが、近年は安価な染料に市場を奪われてしまい、見る間に経営が悪化してきたのだ。借金が膨れてしまい、倒産の危機にあるという。

　今までも散々迷ってきた。別の方法はないものかと模索もした。

　でも経営難で銀行からも見放された松原染料を救うには、一華が大企業の御曹司と結婚をするしか手立てがなかった。

『お相手が私を気に入らないかも……』

　葉菜に比べれば容姿が地味で社交性も低い。大企業の次期社長夫人に相応しいのか？　と問われれば、一華は否なのだ。資質は葉菜にある。

　その点を見破られたら、破談になりかねない。

　それに倒産しかけの会社を救うメリットが相手側にあるのか。社長夫人として資質のある葉菜だから、縁談を持ちかけられたということもあり得る。

　そこも一華にとって、不安要素だった。

　ところがいざお見合いをしてみると、斗真はズバリと縁談の真理を突いてきた。

『あなたに必要なのは、松原染料を援助しうる大企業の社長子息でしょう。俺はその条件に嵌ります。俺に必要な人は、子どもを産んでくれる健康な女性なんです。あなたはどうですか』

　開口一番に、そう訊ねてきたので、一瞬唖然としてしまった。

『こ……子どもですか』

『ええ、俺には子どもが必要なんです。あなたは俺の子どもが産めますか』

　それさえクリアすれば誰でもいい。愛情なども必要ないという口ぶりだった。

　──社交性も容姿の良さも関係ない。必要なのは、健全な体のみ……なんて。

　だから一華はつい言ってしまったのだ。

『もちろん、すごく健康です。学生時代も病気知らずで皆勤賞でしたし、丈夫な子がたくさん産めます！　これ以上ないくらい、私があなたの嫁にぴったりだと思います！』

『では、あなたに決めます』

　──思えば、お見合いの会話もそれだけだったわ……。

　こうしてふたりは、お互いの利害の一致によってスピード婚となったのである。

　──ああ、でも、冷たい人って噂だなんて……。うまくやっていけるのかな……。

　結婚生活はひとりで行うものではないのだ。ましてや子作りなんて……。

　──うわぁ、どうしようっ。

　一華の頭の上に、ずしんと現実が落ちてくる。上手くできるのだろうか。

「一華さん、着替えは済んだかしら？　斗真が待ってるわ」

「は、はい。今行きます」

　ドアの外から声をかけてきたのは真紀子である。

　両親からはぞんざいな扱いをされがちだったけれど、一華にとっては大切な家族だ。

　実家と従業員たちを救うため、一華は頑張って結婚生活を続けなければならないのだ。今更悩んでいても仕方がない。前に進むしかない。

　一華は斗真の元に向かった。

　

　

「仕事の調整ができなくて新婚旅行に行けなくて悪い。だからせめてよい部屋をと思って、ここにしたんだ」

　斗真が言うように、ここセントタワーホテルは五つ星を誇るラグジュアリーなホテルだ。

　予約が難しくキャンセル待ちも多数あるという人気ホテルのスイートルームは、インテリアは豪華でバーカウンターなどの設備も素晴らしい。

　一華は社長令嬢と言えども小さな会社なので、このような高級ホテルのスイートに宿泊するのは初めてである。

　普段ならば、はしゃいでしまうような高価な部屋だが、今の一華にはインテリアも窓からの眺望も楽しむ余裕がない。

「とても素敵な部屋で、うれしいです」

　それだけを言うのが精いっぱいだ。

　斗真はネクタイを緩めて外し、上着と一緒にソファの背もたれにかけると、スタスタと部屋を横切っていく。

「まずは適当に飲もうか。きみは、なにがいい？　酒は飲めるのか？」

「あ、はい。あのなんでも……というか、私が準備しますから」

　バーカウンター内を物色する彼の元に慌てて駆け寄ろうとする一華に、斗真は手のひらを向けて制した。

「いいよ。きみは座って、くつろいでいてくれ」

　そう言われても、落ち着いて座っていられない。

　とりあえずソファにかけてある彼の衣類を、丁寧にクローゼットのハンガーにかけた。

　その間に斗真はテーブルに置いたグラスにワインを注いでいた。もともと準備してあったのだろう、チーズなどのオードブルもテーブルに並べられている。

　──どうしよう。私はどの位置に座ったらいいのかしら。

　所在なく立っている一華に、斗真はソファの座面を示した。

「きみもここに座って。グラスを取ってくれ」

「……はい」

　一華はおずおずと彼の右隣に腰かけて、震える手でワイングラスを取った。

「今日はお疲れさま」

　グラスを目線まで上げる彼に、一華も倣う。

　静かな空気が居心地悪く、パーティ会場で会った人たちのことをぽつぽつと口にしてみるけれど、ちっとも会話が弾まない。

　部屋の中に男性とふたりきり。

　しかも今夜は〝初夜〟である。緊張しないでいる方が無理だ。彼が少し身じろぎするだけで、心臓が跳ね、肩がビクッと揺れてしまう。

　──彼も、少しは緊張してるのかな……。

　斗真は結婚式のときよりも柔らかい雰囲気を纏っているものの、少しぎこちない感じがする。

『冷徹な人だっていうの』

　葉菜の言葉が一華の頭の中にガンガン響くが、今のところ斗真の言動には冷たさを感じない。

　──もしかしたら、無理して優しくしようとしてるのかも。ぎこちなく感じるのは、そのせい？

　真紀子に『花嫁は大事にしなさい』と言われているからか。

　落ち着いていそうな斗真とは違い、一華の心臓が壊れそうなほどにドキドキしている。

　少しでも気を紛らわそうとしてチーズを口にし、ワインをちびちびと飲むけれど、一向に収まらない。時が経つにつれて緊張が増すばかりだ。

　斗真もオードブルをつまみ、ワイングラスを傾けている。

　──今、なにを考えてるのかな……。やっぱりこのあとのこと？

　初夜だから夫婦の行為をするのは当然で、彼が段取りを考えるのはごく自然のことだ。

　一華は初めてだけれど、おそらく彼は経験者だろう。容姿も家柄もよいのだ。数多の女性たちが放っておくはずがない。

　それなのに結婚相手は政略的に選んでいるということは……噂通りに冷酷だから？

　──ど、どうしよ。

　こうなったら、いっそ酔っ払ってしまおうか。

　覚悟をしていたつもりだけれど、やっぱり怖気づいてしまう。酔ってしまえば、緊張も恥ずかしさも薄れるかもしれない。

　グラスの中身をぐいっと飲み干して、テーブルにトンと置いた。

「ふぅ……」

「きみ、意外によく飲めるんだな。もう一杯つごう。グラスを」

　斗真にグラスを出すように促され、「お願いします」とおずおずと差し出す。瓶からとくとくと流れる液体が満たされると、またぐいっと飲み干した。

　しかし、ちっとも酔えない。

「少しはお腹が満たされた？」

「えっ、はい。なんとか」

「そうか」

　そう言って彼は安堵したように微笑む。

　手にしていたグラスを置いた斗真の腕が伸びてきて一華の右肩に触れ、そのまま抱き寄せられる。

　不意の行為に体がビクッとするのは堪えられたものの、胸が激しく高鳴ってしまう。初めてのことに震えながらも、彼の肩に身を預けた。

　思っていたよりもやさしい抱き寄せ方で、今のところ冷酷さは感じられない。

　──やだ、こんなドキドキしてたら、彼に聞こえちゃう……。

　これから先はどう展開していくのか。一応知識だけはあるものの斗真が実際にどう進めてくるのかわからず、一華の胸の鼓動はますます加速していく。

　──今から、キスされるの？

　一華が夢見ていた〝初めて〟とは違う。お互いに愛情のないまま抱かれるのは、正直に怖い。葉菜の言う通り冷徹な人ならば、ぞんざいに扱われる可能性もある。

　けれども、今更逃げ出すわけにはいかないのだ。覚悟を決めるしかない。

　斗真の指先が一華の頬をつるりと撫で、顎を支えて上向くよう促してくる。

　──二度目だもの。誓いのキスよりも、ちょっと長いだけよね……？

　僅かな抵抗感を覚えるけれど導かれるままにして、目を閉じた。

　視界が遮られると五感が研ぎ澄まされる。斗真の吐息が肌にかかるのを感じた瞬間、唇が柔らかいものに触れた。

　押し付けられていると感じたのも束の間、ついばむようにやさしく唇を吸われ。まるで食べられているような心地になる。

　体に力を入れているつもりはないものの、緊張してつい硬くなってしまう。ぎゅっと目を閉じたままの一華の耳に、斗真の声が届いた。

「好かれていないのは承知してる。でも、今夜から夫婦になるんだ。せめて嫌わないでくれないか」

「え？」

　意外な呟きに一華は驚いて、斗真を見つめた。一華としては、嫌っているつもりはないのだ。

「どうして、そんなふうに……？」

「体が硬い」

　拒絶されているように感じると言い、困惑しているような表情をした。

「違うんです……あの、ただ……その……緊張してしまって。誤解させてごめんなさい」

　俯いてぼそぼそと口にした。大人なのに初心すぎるのが恥ずかしくて、穴があったら入りたいくらいだ。

　一華だって、結婚する〝大好きな人〟のために取っておいたわけではない。

　姉の葉菜はもちろん、妹の花純でさえ恋人がいる。でもなぜか、一華だけは男性と縁がなかった。

　おとなしいからなのか、美人じゃないからなのか。ずっと恋人がいなかったことは、少なからずのコンプレックスになっている。

「まさか、初めてなのか？」

　俯いたままの一華に、斗真は驚いたように問うてくる。思った通りの反応だ。

「……はい。今まで誰ともお付き合いしたことがないので……二十七歳なのに、引きますよね……」

「いや、そんなことで引きはしない。……そうか、嫌われてないと知って安心したよ」

　一華が目をあげると、斗真は安心したような表情をして、しばし思案するような素振りをしていた。

「それなら、先にシャワーを浴びたほうがいいな。初めての緊張感もマシになるかもしれない」

　斗真は強く勧めてくる。

　──私のことを気遣ってくれてる……それに「安心した」なんて。

　一華にどう思われているか気にする斗真は、これまで微かに感じていたように、冷徹な性格ではないと思えた。

　

　

　体の隅々まで丁寧に洗った一華は髪を乾かし終え、備えられていた白いバスローブを身に着けてベッドに座っていた。斗真はシャワー中である。

　リビングでなく寝室にしたのは、一華の覚悟の表れであるのだが……。

　──やだ、ますますドキドキしてきちゃった……。

　寝室にベッドは一つしかなく、キングサイズの端にちょこんと腰かけている。

　明かりはベッドヘッドにある間接照明だけ点している。ベッドをほんわりと照らすさまはとても高級でムーディだけれど、一華の心理状態はそれを味わう気分にはほど遠い。

　そわそわしていると、リビングのほうから微かな物音がしてきた。斗真が入浴を終えたのだ。

「い……いよいよ、なのね」

　思わずつぶやくと、同時に斗真が寝室に入ってきた。

　同じバスローブ姿の彼は静かに歩み寄り、一華の隣に腰かけて細い肩を抱いた。

「さっきも言ったように、俺たちは今夜から夫婦で、子どもを作ることは大切なことなんだ。怖いかもしれないけど、なるべくやさしくするし、気持よくなるように努力する。それに、きみの様子を気にしながらするから、我慢してくれないか」

「は、はい……」

　さあ、来い。とばかりに意を決して斗真のほうに体を向けると、彼の目はすでに男性としての熱を帯びていた。

　恥ずかしくなって咄嗟に目を閉じると、すぐに唇が重ねられた。唇を吸われながら、指先で耳朶をくすぐるようにされて、首の辺りがゾクゾクして思わず肩をすくめる。

「ふ、んっ……」

　知らずに開いた唇の隙間から斗真の舌が差し込まれると、戸惑う隙も与えられずに舌が絡め捕られた。

　──こ、これが、ほんとのキス……！

　誓いのキスやリビングでのキスとまるで違う。

　ぬるっとした感触のものが一華の口中を蹂躙する。ときに舌裏や頬裏をくすぐるそれは、一華に少なからずの気持ちよさを提供してくる。

　初体験なのでキスに溺れるまではいかないものの、リラックスさせるには十分すぎるほどで、一華は自然にベッドに押し倒されていたのだった。

　しかも彼の体が脚の間にすっぽり入っていて、一華は足を閉じることができなくなっていた。

　唇から離れた彼の舌が一華の耳輪を舐め上げ、バスローブの襟元から忍び込んできた手が、こんもりと育った胸にそっと触れる。

　手のひらはふくらみの大きさを確認するかのように素肌を擦り、やんわり掴んだ。

　むにむにと揉みながら一華の耳元でささやいてくる。

「意外に大きいんだな……俺の手じゃ覆いきれないくらいだ。見てもいいか？」

「……え？」

　問いかけるも答えを待つことなく、斗真は一華のバスローブの紐をほどいてあっという間に前を開けてしまう。綺麗なふたつの丘陵が仄かなあかりに照らされ、斗真の情欲を昂らせていく。

　一華の肌を覆うのは薄いレースのショーツのみ。このショーツは『初夜のために』と、葉菜がプレゼントしてくれたものだ。

　体のラインをじっと見つめられると、面はゆくてたまらない。

「や……」

　自然に隠そうとする一華の手を斗真は遮り、つつましく色づいた先端を指の腹でそっと擦る。

「……んっ」

　今まで感じたこともない刺激で体がピクッと揺れると、斗真の口角が僅かにあがった。指の腹は先端を優しく弾くように擦っている。

「こうされると、痛い？」

「そんなことない……です」

　痛くない。けれどこの感覚が気持ちいいと言えるのか、一華にはまだわからない。

「じゃあ、少し刺激を強くするよ」

　斗真は胸のふくらみに数度キスを落とし、色づいた先端を口に含んだ。

　チュッと吸われたあとに舌先でちろちろと擦られると、くすぐったいような感覚に襲われて、一華は身をよじらせる。

　指の腹よりも確実に甘美な刺激を与えられている。気持ちいいと感じた一華は思わずシーツを掴んでいた。

「あん、ん……ん」

　先端を舌で転がされ、堪らずに声を漏らすと斗真の舌の動きが早まってしまい、ますます快感を与えてくる。

　──初めてなのに、胸がこんなに感じるなんて……。

　自分の体ながら官能的過ぎやしないか。誰もがこうなのか。一華にはわからない。

　〝努力する〟と言った通りのやさしくて気持ちがいい愛撫に身を任せていると、もう片方の胸の先端が指の腹で強く弾かれた。

「や、んっ」

　急に与えられた疼痛と舌が生み出し続ける快感に、一華は混乱しながらも身をくねらせる。

「わりと感じやすいね。下はどうかな……自分で触ったことある？」

　そう問いかける彼の指が、つーっと肌を撫でて下腹部に向かっていく。

「な、ないです……あの、体を洗うときに触るくらいで……」

「それなら、ここの快感を知るのも今日が初めてってわけだ」

　ショーツのクロッチ部分で止まった指が、隠されている花芽をコリッとひっかいた。

「ああっ」

　電流が走ったような疼痛を伴う刺激に、一華は背をしならせた。その拍子に脚の間に沈み込んでしまった斗真に驚いて、一華は思わず手を伸ばした。

　だって彼の顔が秘部の真ん前にあるのだ。ショーツがあるとはいえ、そんなところに頭があるなんて恥ずかしくてたまらない。

　──やだ、なんでそんなとこに？　これがセックスのスタンダードなの？

　斗真の行為に混乱しながらも、初夜だから〝止めて〟など言ってはいけない気がする。でも恥ずかしさは消えない。

　なんとか頭を退かせようとするけれど、太ももをがっしりと肩に担がれてしまっていては、一華が動くことも彼を動かすこともできない。

「指で触るよりも、こっちのほうがいいんだ」

　そう言って斗真はショーツの上から割れ目を舌でなぞった。

「やっ、あっ」

　薄いレースのショーツは、彼の舌の温度と感触を簡単に伝えてくる。硬くした舌で花芽をぐりぐりといじられれば、快感で腰が疼いた。

　体中の熱が下腹部に集まったように熱くなってきて、一華は別のところにも触ってほしくなった。

　愛蜜を生み出す部分……そこが疼いて仕方がないのだ。

　──でも、初めてなのに、そんなお願い言えないっ。

　口にすることができずに花芽への愛撫に悶え続けていると、ふと顔を上げた彼の手が、ショーツを一息に脱がせてしまった。

「ここもよく濡れてきたよ」

　蜜で濡れた穴の入口に斗真の指がピトピトとあたるたび、ピチャピチャと粘着質な水音がする。

　一華は思わず手のひらで顔を覆った。

　自分の体から、音が出るほどにたくさんの愛液が出るなんて、思ってもいなかったのだ。

「そんな……恥ずかしい」

「当然の反応だから、恥ずかしがらなくていい」

　──でもやっぱり、私の体って、淫らなの？

　羞恥に染まる気持ちとは裏腹に、ピトピトと触れてくる指が気持いいと感じてしまう。穴の奥に熱を感じていて、この先も痛みがないまま快感を得られるんじゃないか。そう思えてくる。

「今から入れるよ」

　斗真が中指を立ててぺろりと舐めて見せる。

　眉目秀麗な彼の蠱惑的な仕草にぞくぞくしてしまう。

　頷きを返すと、彼の手がゆっくりと下腹部に下りていくから否が応でも期待が高まっていく。

　花芽を少し掠めていった指が蜜穴の入口でピタリと止まって、少しずつ一華の中に入ってきた。

　痛みは感じないけれども異物が侵入してくる違和感は拭えないし、期待したほどの気持ちよさもない。

　──なんだか、生理用品と変わらないような？　こんなものなのかしら？

　内心で呟いているとぐりっと柔ひだを擦られ、突如もたらされた気持ちよさに、一華は腰を浮かせて甘い声を漏らした。

「あ、はぁぁ」

「ここが、きみの〝気持ちいいところ〟か」

　斗真の指が上下に激しく動き、〝気持ちいいところ〟を攻めてくる。溢れる蜜が出す粘着音が一華の羞恥と興奮を煽った。

「や、あ、あっ」

　イヤイヤをするように首を横に振っても、ぐりぐりと奥を攻めてくるから、快感で生理的な涙が目に滲む。

　バブルのように膨らみ続ける熱を逃す術も分からなくて、枕の端を掴んでひたすらに悶えるしかない。

「あ、んんっ、あっ」

「苦しいなら、一度イってみるといい」

　斗真の声がするけれど、快感に翻弄される一華の耳には言葉となって届かない。

　──今、なんて？

　疑問に思ったのも束の間、脚の間に身を沈めた彼が濡れそぼった花芽に吸い付き、舌先でちろちろところがしてきた。

「ああ、あ、ああ……それ、いやっ、いや」

　思わず声に出してみるけれど、斗真の愛撫は止まらない。舌と指に与えられる快感で、なにも考えられなくなっていく。

「そろそろイこうか」

　花芽をキュウっと吸われた刹那、一華の中で膨らみ切っていた熱のバブルがぱちんとはじけた。花芽の疼痛と柔ひだの快感が恍惚に変わって一華を襲う。

「あぁぁっ！」

　──これが、イクってことなの？

　初めてのセックスで気持ちいいと感じて達することができるなんて……誰でもそうなのだろうか。

　涙でかすむ視界に斗真がバスローブを脱ぎ捨てる姿が映った。

　ぼやけていてもわかる、程よく引き締まった男らしい体つきに一華の頬が赤く染まる。

　三姉妹の一華には、若い男性の裸体を間近で見ることなど滅多にない。ましてや下着の中身など、論外である。

「次は、俺のが入るから……触ってみて」

　ボクサーパンツを脱ぎ捨てた彼の股間に一華の手が導かれていくが、まだ直視することができず、目を瞑って恐る恐る握ってみた。

「……硬い」

　そして、太くて大きい。

　一華が使用している制汗スプレーよりも太いと感じる。それにトイレットペーパーの芯よりも、明らかに長い。

　──これが一般的なサイズなの？　こんなのが入るの？　ほんとうに？

　俄かには信じられず、慄き戸惑うばかりだ。

　そんな一華の不安を覚ったのか、斗真が少し顔を歪める。

「悪いけど、我慢してほしい。一度達しているし、痛みが過ぎれば良くなるはずだ。大丈夫。きみのココは十分潤ってるから、すんなり入ると思う。入れるよ」

　初挿入は怖いが、これから妊娠出産するために一度は潜らねばならない門だ。覚悟を決めるしかない。

「は……はいっ、構いません。どうぞっ」

　なんとも色気のない会話だが、利害の一致した結婚でお互いに愛情がないため、義務的なやり取りになるのは仕方がない。

　それでも斗真の剛直が溢れる蜜を纏わせるように割れ目を擦れば、一華の唇から甘い吐息が漏れた。

　滾ったそれが濡れそぼった花芽に触れると、痺れるような快感が戻ってくる。

「はぁん……ん、あっ」

　いったん腰の動きが止まって蜜口にぴたりと当てられた剛直が、ゆっくりと一華の中に入ってきた。

　圧倒的な質量の硬いものが、狭い道を押し広げながら進んでくる。

「うぅんんんんんっ……」

　痛みなのか圧迫感なのか。両方か。一華は目をぎゅっと瞑って唇を引き結び、腰が引けないよう懸命に堪える。

「もう少し体の力を抜いてくれ」

　斗真も苦しいのか、辛そうな声を出している。けれど、痛みと緊張が凄まじくて脱力するのは到底無理だ。

　一華が「できない」の意を込めて首を横に振ると、徐々に進んでいた腰がぐっと押し進んだ。奥の柔ひだが擦られて、一瞬熱を生む。

「あ、ん」

「奥まで入った。きみが俺になじむまで、しばらく待つよ」

　斗真はじっと動かず、一華を見つめてくる。その表情は唇をキュッと結んでいて、なにかに堪えている感じだ。

　やはり彼も辛いのだ。

　自分の中が彼で満たされている感覚は、どれだけ待ってもなじむことがないように思える。

　けれど痛みはあれど彼と無事に繋がったことへの安堵からか、これから自分がどんな状態になるのか知りたい欲望が一華の胸の中で高まっていく。

「そろそろいいかな……ゆっくり動くよ」

「……っ」

　斗真が腰を前後に揺すり始め、初めての苦しさから声が漏れる。

「う、ん、ん」

　それでも痛みが薄まってくると、先に指で悦びを教えられた部分が熱を帯びてきた。初めての挿入なのに、快感を得られている。

　──奥が、気持ちいい……。

「あ……あっ」

　一華の変化を見た斗真の腰の動きが速まり、溢れる蜜がグチュグチュと激しい音を奏でた。みっちり埋まった剛直が一華の気持ちのいいところをズンズン抉ってくる。

「ああ、あっ」

「そろそろイクよ」

　息遣いも荒々しく言った斗真の腰の動きがいっそう速まって、一華の体が激しくゆすぶられる。形のよい双丘がぷるぷる震え、下半身が燃えるように熱い。

「あああぁっ」

　ズンズン子宮の壁を叩かれて一華の中がきゅっと締まると、斗真が苦しそうに顔を歪めた。

「くっ……」

　動きを止めた斗真の固いものが精を放ち、一華の中でビクビクと震えているのをぼんやり感じていた。

　──よかった。初夜は成功したみたい。

　斗真が事後処理をしているのを感じながらも、朝からの緊張が解けた安堵と初体験の疲労から、一華はすぐに眠りに落ちてしまっていた。





☆☆☆






「……眠ったのか？」

　一華の体を拭き終えた斗真は、寝息を立てる新妻を見て肩の力を抜いた。

　とりあえず〝気持ちいい〟と感じてくれたようで、安堵している。

　──まさか、キスも初めてだとは思わなかったな。

　社交的だと噂の姉よりも大人しい性格のようだが、一度や二度の恋は経験していると思っていたので、それなりに衝撃を受けていた。

　気持ちよくなるように努力すると言ったものの、斗真もそれほど経験があるわけではないのだ。いちいち状態を確認しながら進めてしまった。

　お互いに愛情のないまま抱くのは初めてのこと。ロマンチックさの欠片もない儀式的な行為になってしまったのは否めない。

　女性にとって、処女喪失はそれなりに大きな出来事だろう。自分が相手でよかったのかとも思う。

　それでも仕方がない。

　この結婚は利害の一致で成立したもの。斗真には子どもを産んでくれる女性が必要で、彼女は実家が経営する会社を救う男性が必要だ。それだけで繋がった縁である。

　いわば彼女はミヤサカに買われたような立場で、意に沿わない結婚だっただろう。せめて、できる範囲で自由に過ごさせてやりたいと思う。

　今夜で子が授かることを願いながら、斗真も眠りに着いた。







二　すれ違いの新婚生活








　朝の静まった空気の中、最新でお洒落なキッチンに立った一華はＩＨコンロの熱を慎重に弱めた。

　コンロにかけた鍋には豆腐とわかめの味噌汁があり、おいしそうな匂いが立ち上ってくる。

　──見た目は合格よね……問題の味は、どうかな……。

　結婚して三日目、初めての食事作り。緊張した面持ちで掬い取った汁を小皿に移し、味見をしてみる。

「うん。合格！」

　予想以上に上手くできたのがうれしくて、思わず声が漏れる。

　結婚が決まってから慌てて通い始めた料理教室。まだ基本料理も完璧にマスターできていないけれど、これなら自信を持って朝食に出すことができる。

　ダイニングテーブルに草木染めのお洒落なリネンを二枚敷き、美しい和食器に盛り付けた厚焼き卵、焼き魚、ほうれん草のおひたし、お漬物を配置よく並べた。

　真ん中には可愛い花を挿した小さな花瓶と一緒に、しょうゆや爪楊枝などを配置する。爪楊枝入れは結婚生活のために選んだ、ウサギを象った可愛い陶器だ。

　あとは炊き立てのご飯と湯気香る味噌汁を置けば、一華の理想とする新婚夫婦の朝食テーブルの出来上がりである。

　初めてにしては上出来だと自負して頬が緩む。

　時刻は七時を過ぎたところ。斗真が朝食をとるには、ちょうどいい時間だと思える。

　──彼を起こしにいかなくちゃ。でも、どっちの部屋で眠っているかな……。

　同じ家に住む夫がどこで眠ったのかわからない、なんておかしな話である。

　だが、昨夜遅く帰宅した斗真は夫婦の寝室ではなく別の部屋で眠ったようで、一華が目覚めたときには隣にいなかったのだ。

　新婚生活は街の中心にそびえ立つタワーマンションの一室。約二十六畳のＬＤＫのほか十二畳ほどの部屋が三つある。

　そのうちのひとつ──夫婦の寝室にはキングサイズのベッドがあり、残るふたつの部屋にもセミダブルサイズの寝具が備えられている。

　つまり、どこでも就寝できる状態なのだ。

　もちろん一華は彼が帰宅するまで起きていようと頑張っていたのだが、『出張で遅くなるから、待っていなくもいい』との事前連絡通り、昨日は十二時を過ぎても戻ってこなかった。どうにも睡魔に勝てず、先に眠ってしまっている。

　──だからこそ、朝はしっかり妻の役目をしないとね！

　斗真を起こしに行くべくエプロンを外していると、パジャマ姿の彼が速足でリビングに入ってきた。

　一華は一瞬驚いたけれど、微笑みかける。

「あ、おはようございます。朝食できてますよ。着替えてから食べますか？」

「おはよう。いや、時間がない。すぐに出社するから朝食はいい」

　そっけなく口にした斗真はダイニングテーブルを見ずに、洗面所に向かっていく。

　相当急いでいる様子なのが分かり、一華は慌てて彼のシャツやスーツを準備して身支度をする彼に渡した。

「あの、今日も遅いのですか？」

「ああ、しばらく忙しい日が続く。だからきみも自由にしてていい」

「……はい」

　〝自分に構わなくていい〟と、突き放されたような気がして、哀しくなった一華は思わず目を伏せる。

　そんな様子を構うことなく、ビジネスバッグを持った斗真は「いってきます」と言い、スタスタと玄関に向かっていってしまう。

　急いで後を追った一華は、玄関で靴を履く彼に「いってらっしゃい」と声をかけるのが精いっぱいだった。

　てきぱきと着替える斗真の雰囲気は、パーティ会場で感じたものと変わらなかった。きっと、いつだって自分のすべきことをスピーディに淡々とこなす人なのだろう。

　それに今の彼は、結婚生活よりも仕事に重きをおいているのだ。

「料理に見向きもしてくれなかったわ……」

　早起きしてドキドキしながら作ってテーブルに並べたお皿が、どんどん滑稽に見えてくる。

　〝冷淡な性格〟で評判というのは、こういう面が目立つからなのか。

「しょうがないよね……」

　政略結婚なんて、お互いに求めているものが一般的ではないのだ。利害の一致で成り立った生活は、どこもこんなものかもしれない。

　幼いころから夢見ていたしあわせな結婚にはほど遠い。

「よし、せっかく作ったんだもの。全部食べちゃおう」

　ネガティブな感情を払しょくしようとカラ元気を出し、食事に手を付けるけれど切なさは否めない。

　──この先も、ずっとこんな感じが続くのかな。

　三食とも一華ひとりで食べて家事をこなし、夫婦の会話らしいこともなく日々が過ぎていく……？

　しかしまだ新婚間もなく、判断するのは早い。まだまだ変わる可能性があると思う。

　だって、初夜はやさしく接してくれていたのだ。一華の様子を気遣って、細やかに声掛けをしながらしてくれた。冷淡さなど微塵もない。

『奥まで入ったから……ゆっくり動くよ』

　ふとあのときの達した感覚が体に蘇り、下半身がウズウズした一華は頬を真っ赤に染めた。

　斗真の声音は見た目の良さに比例した美声だ。深みがあるけれど低すぎない男性らしいボイス。甘い愛の言葉をささやかれたら、一華の耳も心も……体までも喜びそうだ。

　──今度はいつ抱かれるのかな。

　そのときはまた同じような恍惚に導かれるのだろうか。それとも、さらなる高みに連れていってもらえる？

　一華の知り得たオーガズムの状態は『気持ちよすぎて頭の中が真っ白になる』とか『何度も恍惚感に襲われて意識を失った』とか、我を忘れてしまうというものだった。

　処女だった一華の場合、そこまで達していない。

　経験を重ねれば、いつかは経験できるのか。いや、したいと思う。

「やだ、朝からなんてエッチなことを……！」

　思わず真っ赤に染まった顔を手のひらで隠した。

　３ＬＤＫの広い家には一華ひとりだけ。誰に見られるわけでもないから、堂々としていればいいのだが。

「う～、こんなこと考えちゃうなんて、恥ずかしいよ」

　まだまだ純情である。

　

　

　しあわせな結婚生活を送るには、今のままではダメだと思う。

　ふたりの間には、まだ愛情は芽生えていない。他人同士が結婚というシステムで夫婦になっているだけの関係である。

　ドラマみたいな大恋愛は望んでいないけれど、普通に夫婦仲良く会話をして笑顔で暮らしたい。

　そしてできるならば、斗真に恋をしたい。

　男性に恋心を抱いたことがない一華は、身も心もすべてに初心者マークを貼り付けている、まっさらな白い布の状態だ。

　これからどんな色にも染まっていくことができる。だから、斗真の好みの女性になることもできるだろう。

　それに、どちらかと言えば一華は単純だ。曇りなき目で見つめれば、斗真の素敵なところも簡単に見つけられそうである。

　新婚生活はスタートしたばかりだし、斗真と愛を育める可能性は十分にある。これからゆっくり彼に恋をしていけばいいのだ。

　結婚前から得意だったお菓子作りをしながら、一華は真剣に考えた。

　──まず、彼を知るところから始めなきゃダメよね。

　斗真は〝重要なプロジェクト〟を進めているらしく、変わらずに忙しい。帰宅も深夜で、休日も仕事や接待などで出かけてしまうのだ。

　──仕事の鬼だわ。

　実家が経営する松原染料社長の仕事量とは比べ物にならない。将来大企業を背負っていく御曹司の仕事ぶりは、想像を絶する忙しさである。

　食事も一緒にとれず、三食とも一華ひとりですませている。結婚式をしたことが幻だったと思えるほどだ。

『夜中に帰宅して、眠っているきみを起こしたくない』

　そんな理由から、寝室も別にしているのだ。結婚して一ヶ月ほど過ぎたが、初夜以来一度も肌を重ねていない。

　──頻繁に抱かれると思っていたのにな……。

　子どもを産むのが結婚の条件だったのに、予想外の生活をしている。

　もしかしたら一華は初夜になにかしらの失敗をしていて、抱くのを避けられているのだろうか。

「処女だったのが、ダメだったのかな」

　そうではない。時間がないせいだと思いたい。しかし、あまりにもスキンシップがないと、気持ちはネガティブに傾いてしまう。

「やっぱり会話をしなくちゃ」

　斗真の顔を見るのは朝の数分の間だけで、朝食も取らずに速攻で出勤してしまうのだ。今のままだと、一華は斗真の生活の一部分にも入り込めていない。

　斗真に恋をすることはおろか、政略結婚の前提条件が覆ってしまえば大問題である。

　よい色に焼き上がったお菓子のマドレーヌを眺め、一華は閃いた。

「そうだ。彼に差し入れをしたらどうかな」

　実家の松原染料にも差し入れをして喜ばれていた。

　甘いものは疲れが取れるし、仕事が忙しい斗真がマドレーヌを食べてリラックスできれば、妻としては喜ばしいことだ。

　それに渡す時、手作りお菓子をきっかけにして会話が生まれそうではないか。ナイスなアイデアである。

　そうと決まれば実行は早い。

　一華はせっせとマドレーヌを菓子箱に入れ、支度を整える。手持ちの服の中で一番上品な桜色のワンピースに着替えて出かけた。

　

　

　斗真の会社に訪れた一華は、巨大なビルをぽかんと見上げた。何階建てなのか、どんなに振り仰いでもビルの屋上が見えない。

　ファッションメーカーミヤサカは大企業だし、ここまで大きな建物だと入るのをためらってしまう。

　果てしなく続く窓のどこに、斗真がいるのだろう。あらかじめ連絡してから来るべきだったかもしれない。

　──追い返されてしまうかも……。

　斗真の身内だと名乗れば大丈夫だと思うけれど、証明できるものを持っていない為に信用されない不安がよぎる。

　でもせっかく来たのだ。目的を果たさずに帰りたくない。

　一華は意を決し、ミヤサカのエントランスを潜った。

　ピカピカに掃除された床と、姿が映るほどに磨かれた大理石調の壁。正面カウンターでは、三名の受付嬢がにこやかな表情で来客に応対している。

　来客の応対が途切れたのを見てすかさず受付に歩み寄り、手近な受付嬢に声をかける。

「すみません。宮坂一華と申します。宮坂斗真さんに会いたいのですが」

　受付嬢は微笑みの表情を崩すことなく、素早く一華の全身を確認して口を開いた。

「宮坂さま。失礼ですが、アポイントはございますか？」

「いいえ、ありません。急に訪ねてきてしまいました」

「申し訳ございません。宮坂は多忙のため、お取次ぎすることはできません。アポイントをおとりになってから、改めてお越しくださいませ」

　受付嬢はよく訓練された、流れるような会釈をする。

　──やっぱり連絡してから来ればよかった。

　宮坂という姓だけでは、身内だと伝わらなかったようだ。一華はあわあわして言葉を探す。

「あ、あの、妻なんですけど、それでもアポイントがないとダメなのでしょうか？」

「えっ、奥さまでございますか!?　確認いたします。少々お待ちくださいませ」

　瞬時に微笑みを崩して慌てふためいた受付嬢が内線をかけている。受話器の向こうの相手に一華の名を告げた。言葉をかわしているその顔色が、どんどん青ざめていくように見えるのは、気のせいだろうか。

　──もしかしたら、叱られているのかな……。

　大企業ミヤサカの受付嬢ならば、宮坂ファミリーの名前を記憶しておくのが当然なのかもしれない。

　内線を終えた受付嬢がカウンターから出て、神妙な表情で深々とお辞儀をする。

「奥さまだと分からず、大変失礼いたしました。秘書がこちらに参りますので、椅子におかけになってお待ちください」

「いえ、事前に約束しなかった私のほうが悪いんです。すみません」

　一華は罪悪感を覚えつつ案内された椅子に腰かけた。大学を卒業後、松原染料の仕事を手伝って社会性を身に着けたつもりでいた。

　けれども所詮身内企業の狭い世界でのことで、まったく足りていないことに気づかされる。一華も世間知らずの社長令嬢なのだ。

　こんな用事で会社に来るなと叱られてしまうだろうか。

　だんだん意気消沈してきた一華の元に、眼鏡をかけた男性が速足で近づき、スマートな会釈をした。

「お待たせいたしました。秘書の幸こう田だと申します。上に参りましょう。奥さまをお待ちでございます」

　先立って歩く秘書のあとに続き、エレベーターに乗って上階に着いた一華は重役室へ通された。

　立派なデスクに座っていた斗真が、一華を見るなりスッと立ち上がる。眉根を少し寄せた表情で一華の元に歩み寄ってきた。

「どうしたんだ？　なにか問題が起こったのか？」

　──やっぱり、重大な用事だと思うよね。

「いえ、なにも……お仕事の邪魔をしてごめんなさい。ただ、これをあなたに渡したくて来ました」

　一華はぎゅっと持ち手を握りしめていたマドレーヌ入りの紙袋を斗真に差し出した。受け取った彼の顔に疑問符が浮かんでいる。

「これは……？」

「マドレーヌです。お仕事が忙しくてお疲れだろうと思ったので、差し入れです。私が作ったもので、お口に合うかわかりませんけど」

「きみが、これを？」

　箱から出したマドレーヌを見て、斗真が驚いたような表情をしている。呆れているとも言えるかもしれない。

　まだ一華には、斗真の表情から正確な感情を読み取ることができないが、覚悟していた拒絶の言葉を吐かれず、ひとまずホッとしていた。

「甘いものを食べると疲れが癒されますので、持ってきました。もしもマドレーヌが嫌いなら、社員の方に……」

「いや、嫌いじゃない。ありがたくいただくよ。用が済んだなら、幸田に送らせよう」

　斗真はてきぱきと内線をかけて秘書を呼び出し、期待したほどの会話をすることもできず、一華は早々に自宅へ戻ったのだった。

　

　

　一華が会社に行ったのは迷惑だったかもしれない。気持ちが空まわりして失敗したと、差し入れ以来へこんでいた。

　結婚式のときからなんとなくわかっていたことだけれど、今回の件で確信した。斗真は無口である。

　──お菓子を食べた感想もなかったのよね……。

　差し入れを渡した時は、多忙ゆえに会話もできなかったと思えたけれど、帰宅後もマドレーヌに関することはなにも言わなかったのだ。

　だから斗真が食べてくれたのか、または秘書たちにあげてしまったのか、一華にはわからない。訊けばいいのだけれど返答が怖い気もする。

　だってほんとうは甘いものが嫌いだけれど、あのときは一華を気遣って『嫌いじゃない』と言ったかもしれないのだ。

　──私、彼の好みを全然知らないわ。

　好きなもの、嫌いなもの、趣味、好みの服装など。

　食の好みに関しては、彼が家で食事をしないのが最大の原因だけれど、服に至っては、結婚以来スーツと部屋着、またはパジャマ姿ばかり目にしている。唯一の違った服装は、接待時のゴルフウェアのみというありさまだ。

　もしかして服は着られればいい派なのかと思ったが、そんなことはあり得ないと思いなおす。だって彼は服飾メーカーの御曹司なのだ。無頓着ではない。

　──現にゴルフウェアはお洒落だったもの。

　背が高くスマートな体つきには、なんでも似合ってしまう。ゴルフウェア姿に見惚れてしまったのは、気恥ずかしいので内緒である。

　しかし、このままでは斗真になにをしたら喜ばれるのか不明で、妻としてはあるまじきことだ。一華はもっと夫のことを知るべきである。

　普段の生活では、斗真は話しかければ答えてくれる。生活に必要な連絡事項は伝えてくれる。でもそれ以外の雑談というか、世間話はない。

　こちらから話しかけてばかりで、斗真から話題を提供されることがないのだ。

　──普通の夫婦は、きっともっと会話してるよね？

　一華の両親は食卓でもくつろいでいるときも話をしていたのだ。話題は主に子どものことだったように思う。

　──それなら赤ちゃんができたら、もっとお話ができる？

　しかし現在の夫婦別の寝室状態では妊娠する可能性はゼロである。

　夫婦としてもっと仲良くなりたいし、しあわせな結婚生活を営むためにも、一華は斗真に恋をしたいのだ。

　それに彼にも自分のことを知ってもらいたい。ならば、数少ない機会をとらえてコミュニケーションを取るしかない。

　──そうよ、まだ結婚生活は始まったばかりだもの。めげていちゃダメよね！

　夜遅く帰宅する彼を待つのもいいけれど、ただでさえ無口なのに、仕事で疲れている彼が会話に乗るとは思えない。チャンスは朝の僅かな時間しかない。

「よしっ、頑張るぞー！」

　一華は声に出して気合を高め、綺麗な二重の目を闘志の光で満たした。

　

　

　──彼と戦うわけではないのだけど。

　無口な夫に話しかけるというのは、なかなか緊張するものだ。考えてみれば、いつもお喋りな人のそばにいたように思う。

　相づちを打つだけって、いかに楽なことか思い知らされる。

　起床してきた彼は洗面などの朝のルーティンを済ませ、てきぱきと身支度を整えている。土曜だというのに出勤する彼は、ほんとうに仕事人間だと思う。

　ワイシャツの首元では上質な絹が滑る音を立てて、慣れた手つきで深緑の布を結ぶ。上着を羽織って腕時計を嵌めたら、すぐに出かけてしまう。

　──早くしなきゃ。

　焦って話題にしようとしていたことが吹き飛んで、一華はしどろもどろになってしまった。

「あ、あのっ、突然ですけど、斗真さんの趣味はなんですか？」

「趣味……特にないけど……強いて言えば、読書かな。なんでも読むけど最近ではファッション誌をよく見るよ。今はアジアのデザイナーに注目してる」

　それは多分仕事関係の本で、本来の趣味とは言い難い。

　でも、一華の質問には面倒がらずに丁寧に答えてくれる。ないがしろにはされていないのだ。

　一華は安堵しつつ次の問いかけを口にした。

「それじゃ、好きな料理はなんですか？」

「ぱっと思いつかないな。なんでも食べるから」

「そうですか……」

　なんでも食べるなら、嫌いな料理もないのだろう。それならば、マドレーヌも嫌いじゃなかったってことだ。

　でも会話が続かない。

　ふたりとも無口なのは、似たもの夫婦として有りなのだろうか。

　腕時計を嵌めている斗真がふと思い出したように「そういえば……」と呟いた。

「言い忘れていたけど、この間もらったきみのマドレーヌは美味かった。秘書たちにも分けたら好評だったよ。ありがとうと伝えてほしいと言われていたんだ」

「ほんとですか！　よかった～」

　聞いた瞬間、沈みがちだった一華の気持ちと表情が、ぱあっと花が咲いたように明るくなった。

「私、てっきり迷惑だったのかと」

　両手のひらで胸を押さえ、頬を染めてうれしそうに笑う一華を見て、斗真が視線を泳がせる。

「いや……いいんだ。けど、頻繁に訪れるのは遠慮してくれないか」

「そうですよね、わかりました」

　やはり斗真にとっては褒められた行為ではないようだ。

　身支度を終えた斗真がビジネスバッグを持ってスタスタと玄関に向かう。一華は急いで追いかけた。

「じゃあいってきます」

「いってらっしゃい」

　靴を履いた彼は振り向きもせずに外に出ていってしまった。その背中を見て、一華は寂しい気持ちになる。

　すべてがよそよそしくて、他人同士が同居しているみたいだ。

　──ベッドを共にしていないのも原因だよね……。

　肌を重ねなくても同じ寝具で眠れば、自然にコミュニケーションができると思うのだ。

　でもそれを斗真に伝えるのは、話しかけるのも緊張してしまう一華にはハードルが高すぎる。

　今朝のチャレンジは差し入れのマドレーヌを食べたことが分かったのが成功だったと、自分を慰めた。

　

　

　しょんぼりしてても仕方がない。

　気分転換のためにも買い物に出かけることにした一華は、ワンピースに着替えた。お洒落をするだけでも少し気分が上がる。

　外は初夏の空気が漂っていて蒸し暑く、ほどなく盛夏が訪れそうだ。結婚式をしたのは春だったので、季節の移ろいが早いと感じる。

　ショッピングモールは多くの人でにぎわっている。その中でも、ベビーカーを押している女性や妊婦らしき女性に視線を向けてしまう。

　いつか自分のお腹にも命が宿るはずだ。でもそれが果てしなく遠い未来に思える。

　多忙な斗真が暇になる日がくるのだろうか？

「あらぁ、一華じゃないの！」

　背後からかけられた声に振り向くと、笑顔の葉菜がいた。相変わらず綺麗にメイクして華やかで、男性と手をつないでいてとてもしあわせそうだ。

　斗真と会話をするのにも四苦八苦している一華とは雲泥の差である。

　──でも、前に見た彼と違う。

『彼が好きなの。ほかの人と結婚したくない』

　涙ながらに訴えてきたのに、別れてしまったのだろうか。一華の胸が、ドクンと嫌な音を立てた。

　──話が違う。

「一華もお買い物なの？　ひとり？」

「ええ、そうなの。そちらの方は？」

　一華が男性に視線を向けると、葉菜はハッとしたような表情をして隣を見上げた。それが〝ヤバイ〟という感じに見えるのは、一華の気のせいじゃない。

「も、もちろん、恋人よ。私のことより、一華はどう？　土曜なのに斗真さんが一緒じゃないなんて、新婚生活は順調なの？」

「うん……でも彼が忙しくて、今日も仕事だから……」

「歯切れが悪いってことは、上手くいってないの？　やっぱり彼冷たいんでしょう」

「そんなことないと思うけど……まだ彼のことがよくわからないの……」

「結婚して二ヶ月くらい経つのに、まだわからないの？」

「あんまりお話ができてないから」

「離婚なんてしないで我慢してよ～。うちの会社の運命は一華にかかってるんだから。一華なら大丈夫。私なんて絶対無理だもの。じゃあ頑張ってね！」

　あっけらかんと言って去っていく。

　葉菜は子どもの頃から自由奔放で、異性関係も派手だ。

　妹の花純は世渡り上手なうえに、歳を取ってから生まれた子のせいか両親に甘やかされている。

　一華は、幼少期から『お姉ちゃんのようにはなるな』と厳しく言われて、行動を制限されてきた。その結果、おとなしくて従順な性格になっている。

　──一華なら大丈夫、なんて。

　葉菜に問題が降りかかっているときなど、物事を頼まれるさい、何度も耳にしてきた魔法の言葉だ。

『一華ならできる』

『一華なら平気』

『さすが一華ね』

　問題が終われば、いつだって葉菜は悪びれることなく笑う。

　──全然大丈夫じゃないわ。

　涙するほどに愛している彼と別れるとは……今回の結婚も、葉菜に体よく利用されたのは否めないだろう。

　もやもやした気持ちを抱えながら買い物を済ませ、家に戻った一華に一本の電話がかかってきた。

　画面に表示された名前を見て驚き、急いでスマホをタップする。

「はい、一華です」

「一華さん？　お元気そうで、安心したわ～」

　電話の相手は義母の真紀子だった。







三　鶴の一声。子作り旅行！








「わあ、素敵……！　見てください。海がすごく青いですよ！」

　一華は車窓の外を指差して、はしゃいだ声を出した。タクシーから見える景色は高層ビルも民家もなく、一面に海が広がっている。

「今日は天気がいいから、散歩するのも気持ちよさそうだね」

　斗真は外を眺めて眩しげに目を細めた。

　結婚三ヶ月めにして、初のお出かけだ。しかも都会から遠く離れた南の島である。日本国内とはいえ、景色も開放感もすばらしい。

　一華は嬉しくてたまらない。ようやく夫婦らしい時間が過ごせそうなのだ。

　でも斗真はふとした瞬間に上の空になる。今もスマホを気にしているのか、ポケットに手が伸びている。

「斗真さん、やっぱり、会社が気になりますか？」

「……少し。でも旅行は楽しむつもりだよ」

　寸でのところでスマホを手にするのを止めた斗真が微笑んだ。

　プロジェクトが進行中で忙しいはずの斗真が、何故南の島に来ているのか。

　それは今から三週間ほど前、一華にかかってきた一本の電話から始まったのだった。

『一華さん、息子との暮らしはどう？　斗真はちゃんと夫業をこなしているかしら？　そろそろコウノトリが訪れるとうれしいわ』

　真紀子である。

　ワクワクした口調で問いかけられた一華は嘘が吐けず、新婚生活の現状を話したのだった。

　結果、一華たちは怒れる真紀子によって『斗真には私から話します！』と、実家に呼び出されたのである。

　翌日の夜に宮坂の実家に夫婦で訪れ、リビングに通された一華は恐縮し、スーツを着たままの斗真は少々うんざりした表情をしていた。

「斗真、いったいどういうことなの？」

　ソファに落ち着いて間もなく、厳しい顔つきをした義母の真紀子が斗真に詰め寄った。和服を召した真紀子は威厳があり、飛ぶ鳥をも落としそうな眼光がある。

　──さすが大企業の社長夫人……！

　一華ではこんな迫力は出せない。自分が未来の社長夫人に相応しくなく思え、ますます身をすくめた。

　斗真は怯むことなく身を乗り出している。さすが、未来の社長候補だ。

「電話でも説明しましたが、今は巨大なプロジェクトの山場を迎えているんですよ。それが済めば通常に戻ります」

「通常とはいっても、あなたは以前から休日も接待や出張に出かけていたわよね？　それが通常なら、今とさほど変わらないじゃないの」

　毅然とした真紀子の言葉に反論できず、斗真はクッと唇を引き結んだ。

「夫婦生活もままならない状態は、親としても企業としても見過ごせません。斗真、あなたは仕事を休みなさい。これは社長からの命令でもあります」

　言葉遣いを変えた真紀子の迫力がいや増していく。が、斗真も負けてはいない。

「そうは言いますが、無理です。今は巨大なプロジェクトを……」

「お黙りなさい！」

　真紀子の一喝に、「ひっ」と声にならない息を漏らした一華の心臓が縮み上がった。

　さすがの斗真も乗りだしていた身を引いている。

「まったく、そんなんだから冷たい人間だと評判になるんです。自分の家庭を大事にできない人が、他人の集まりである会社を上手く経営できるわけがありません。子どもをもうけてしっかりホームを作り、家族に愛情を注ぐのは、立派な社会人としても大切なことなんです！」

　真紀子は、上に立つ者は社員の気持ちを汲めるような心の余裕がないとダメだと、仕事を部下に任せる度量の大きさも必要だと諭す。

　斗真が会社を継ぐには子供が必要。

　独特な条件だと思っていたが、その意味を一華はようやく理解できたのだった。

　──斗真さんに余裕と愛情を持ってもらうためなんだ。

「わかりました。それじゃ、あと一ヶ月。一ヶ月したら必ず休暇を取ります」

「必ずですよ。休暇は二週間以上とることが条件です」

　というわけで、新婚旅行もしていないのに子作り旅行をすることになったのだ。

　場所は日本国内のリゾート地。一華の希望を取り入れた南の島だ。

　海外に行くことも検討されたが、斗真が難色を示したのである。

　もしも会社で不測な事態が起こったとき、すぐに対応できる国内がいいらしい。仕事人間らしい意見である。

　まあでも休暇は約束通りに二週間以上あるし、真紀子と約束した一ヶ月よりも一週間早い出発になったのは斗真の努力の賜物だ。

　この旅行で心身ともに仲を深めたい一華だ。

　そして、彼に恋ができたら最高である。

　宿泊は島内ではトップの高級ホテルで、オーシャンビューの素晴らしい部屋だ。案内された部屋のチラシには、海に沈む美しい夕日が眺められると記されている。

　仲を深めた斗真とみる景色は、どんなに素晴らしいだろうか。一華の胸が期待でワクワクと躍る。

　荷物の位置や設備の確認を終えた斗真が一華に声をかける。

「とりあえず、散歩に出かけようか」

「はい」

　斗真とは手を繫がないものの、ふたりでビーチサイドの道をゆっくり歩く。

　午後の日差しでキラキラと光る波が眩しくて、一華は目を細めて海を眺める。

　あと一時間もすれば日が傾く時刻だけれど、まだまだビーチには水着姿の人が多い。

　カップルに家族連れ、遠くのほうにサーフィンを楽しむ姿も見える。今日が土曜日なこともあって、リゾート地は大変な賑わいだ。

　道沿いには、土産物などのショップもたくさん並んでいて、一華はそれらの一つ一つに心を引かれた。滞在中に全部を見て回りたいと思う。

　並んで歩いていると、ふと一華の手があたたかいものに包まれた。

　──え？

　斗真の手だ。指を絡める恋人つなぎではないけれど、彼の意外な行動にびっくりしてしまう。

　ドキドキしながら見上げると斗真が微笑んでいた。その柔らかい瞳に、一華の胸がキュンと痛む。

「きみがほかに気を取られて、はぐれたら大変だから」

　ワクワクしすぎてキョロキョロしている一華を危なっかしく感じたらしい。少し恥ずかしげな顔は普段見られるものではない。

　やはり斗真は、噂されているような冷たい人ではないように思う。

　──ただ、人付き合いが苦手なだけ？

「ごめんなさい。どこのお店もステキだから、ついよそ見してしまって……」

　気恥ずかしさを覚えた一華は少し頬を染めて苦笑いを返した。

「日にちはたっぷりあるんだ。ショップもゆっくり見て回れるよ」

　仕事から離れた彼の雰囲気は結婚初夜と似ている。

　──もしかして、これが素の斗真さんなのかも……？

「まずは、そこのショップに入ろうか」

　斗真に導かれて小さなお店に入った。





☆☆☆






　一華とともに夕食を済ませて部屋に戻った斗真は、バスタブに浸かりながらショップ内の出来事を思い返していた。

　──彼女は、あんなに楽しそうな顔をするんだな。

　ショップがステキだと言う彼女を誘って、とりあえず手近にあった店に入った。

　女性の好みそうな店構えだったし、商品も貝殻やパールを利用した手作りアクセサリーなど、女性用のものが多かった。

『わあ、これ素敵！』

　普段大人しい彼女がはしゃいだ声を出して綺麗な二重の目を輝かせるのを見て、素直に『可愛い』と思えた。

　──彼女を可愛いと思ったのは、二度目だ……。

　一度目はマドレーヌが美味しかったと伝えたとき。心底から安堵して微笑む表情に、胸がドキッとした。

　あのときは、こんなことで安心して笑うのかと、少しばかりのカルチャーショックを受けていた。斗真にとっては初めての気づきである。

　今まで斗真が接してきた女性たちは、母親を筆頭にしてキャリアウーマンなど、気位が高くて言いたいことをズバズバ伝えてくるような人ばかりだった。まあ、ひとりでも生きていけそうな強い女性たちだ。

　だから一華のように大人しくて口数の少ない女性と接するのは初めてで、戸惑うことも多い。

　──彼女は社長令嬢なのに、安価なものでも喜ぶんだな。

　ビーチを歩けば拾えそうな貝殻を使った商品ばかり。斗真にはリサイクル品と変わらないような価値に思えたのに、宝石に触れるかの如く大切そうに扱っている。そこも意外な点だったのである。

『気に入ったものを買うといいよ』

　思わず勧めると、うれしそうに貝殻のアクセサリーを選んでいた。

『私これにしますね。似合います？』

　桜色の小さな貝殻を使ったピアスをつけ、にこっと笑う彼女に眩しささえ感じた。

『ああ、すごく似合うよ』

　安価なために複数手に取るかと思ったら、ピアスをひとつだけ。しかも『ネクタイピンありますね。お揃いにしましょう』と言った。

『きみがそうしたいなら、そうしよう』

　一華は楽しそうに笑って、斗真のものもレジに持って行ったのだ。

　──俺は一華のことを何も知らない。彼女も俺のことを知らないだろう。

　それは、多忙だったために一華との時間をないがしろにしていた自分が悪いのだ。会話もなく、夫婦と呼べるような生活ではなかったと、今更ながらに反省している。

　子どもを産んでもらう。それだけのために選んだ女性で、好きでも嫌いでもない。

　そう感じていたのだが、この旅行で変わるのかもしれない。

　バスルームから出た斗真は濡れた髪をごしごし拭きながら、リビングでテレビを見ていた一華に声をかけた。

「バスルーム空いたよ」

「あ、じゃあ、入りますね」

　姿勢美しく座っていた一華が振り向いて少し頬を染め、そそくさとバスルームに向かっていく。

　──まだ純情なんだな。少し、いじめたくなる。

　妻の反応に和みながら、自分にもＳ気があることに驚いて笑みを零し、斗真は冷蔵庫からミネラルウォーターを出した。





☆☆☆






　一華は胸のドキドキを抑えられずにいた。初夜以来ずっと別の部屋で就寝してきたのだ。ベッドを共にすると考えただけで頬が熱くなってしまう。

　しかも今夜は肌を重ねるのだ。彼に触れられると自分の体がどうなるか知っている分だけ、緊張度は初夜よりも高いかもしれない。

　バスルームで入念に体を洗った一華は脱衣所のドアをそっと開け、リビングを確認した。

　先に入浴を済ませた彼はコップに注いだミネラルウォーターを飲んでいる。かなり落ち着いた雰囲気だ。

　──どうしよう。隣に座ればいいのかな。

　夫婦だからそれが自然なのだけど、彼との間には、まだまだ見えない壁を感じてしまう。

　かといって先にベッドに行くのも違う気がする。

　どう動くべきか迷い佇む一華に気づいたのか、斗真が振り向いた。

「きみも冷たい水を飲むだろう？」

　言いながらコップに水を注いでいる。

「ええ、いただきます」

　隣に座るきっかけを与えてくれた斗真に感謝しつつソファに腰かけ、コップを手に取った。入浴で暖まった体には冷たい水が心地いい。

　水を飲む一華を見つめる斗真の目が「今夜は、するよ？」と語りかけてくる。初夜のベッドで見た瞳と同じで、あのときの感覚がよみがえってきた。

　コップを置いた一華の手を斗真がそっと握ったので、鼓動が大きく跳ねる。

　──いよいよ、なのね……！

「寝室に行こうか」

　ドキドキしすぎて声も出せずに頷いた一華の手を引いて、斗真が寝室に向かう。

　観音開きのドアは閉める手間もなく、そのままベッドに誘われた一華は自然に横たえられた。反転した視界に斗真の顔と天井が映り、胸のドキドキが最高潮に達する。

　明かりを絞った暖色系の光に浮かぶ彼の顔を見つめていられなくて、ぎゅっと目を閉じた。

　──最初はキスよね……。

　そう思ってたけれど、無言のまま近づいてきた彼の唇は一華の耳朶をやわやわと食んだ。吐息が耳をくすぐって、首筋がゾクゾク震えてしまう。思わず身を固くした。

「久しぶりだから、怖い？」

「二度目だから大丈夫、です」

「それなら、遠慮しなくてもいいかな？」

　──それってどういうことなの？　初夜よりも激しくするってこと？

　でも考えてみれば、斗真は三ヶ月も禁欲していたわけで、俗に言う〝溜った状態〟なのだ。すぐにでも精を発散させたいと思うのは、健康な男性として自然なことかもしれない。

　──こんなとき、どう答えれば……？

「遠慮しないのは、ＮＧ？」

「ら、乱暴にしないなら、多分、ＯＫ……です」

　耳を舐めながら問いかけてくる彼の吐息のせいで、ふるふると震えながら答える一華のバスローブが素早くはだけられた。

　形の良い双丘が露わになり、体を起こした斗真の瞳が男性の欲望に染まっていた。ふくらみを大きな手のひらが覆い、感触を楽しむかのようにやわやわと揉む。

「もちろん、乱暴はしないよ」

　言いながら手のひらを絞って色づいた蕾を突き出させた。

「たとえば、こんなふうにする……」

　長い指の間から桜色の突起が覗き、彼の舌が徐々に近づいていく。ぞくぞくするような期待感に襲われて、一華はその動きから目が離せなくなった。

　けれども触れそうな位置で動きが止まってしまう。

　──あ、あ、もう少し……なのに……。

　あとほんの一ミリほどの距離。そこで止められた舌と指の間から見える突起のエロティックさに、一華の羞恥と欲望が高められる。

　舌の位置はそのままに、斗真は一華の胸をゆっくりと揉み始める。手のひらに覆われた白い肌が形を変えるたび、尖った舌と色づいた先端が近づいては離れてしまう。

　──ああ、早く……早く舐めてほしい……。

　数度焦らすようにされたあと、きゅうっと絞られて突き出た蕾に彼の舌が触れた。ようやく訪れた刺激に悦ぶ一華の体が、電流が流れたかの如くピクンと揺れる。

「んあっ」

　チロチロと激しく動く彼の舌が生む快感に翻弄され、一華の理性が奪われていく。さらなる快感を求めて自然に胸を突き出していた。

「ああ、あっ」

　二つの先端を交互に攻めていた彼の舌がふと離れ、指がショーツの中に忍び込む。蜜のこぼれる穴をピトピトと叩いた。

「もうこんなに濡れてるんだな」

　斗真の指が動くたびに股間から淫らな音が響いてくると初夜で感じた感覚がよみがえり、一華の下半身の熱が高まっていく。

　──二度目は、もっと気持ちいいのかな……。

　指が中に入るのを期待している。

　けれど割れ目を上下させた指は花弁を分け、剥き出した芯を指の腹でぐっと押しつぶした。突如もたらされた疼痛をともなう快感に一華の腰がふわりと浮く。

「ああんっ」

　その反応を利用してするっと脱がされたショーツが片足先で留まり、脚を割って入った斗真の体の向こうでぶらぶらと揺れている。

「今、ちょっとだけイッたね。今度は俺のでイってくれ」

　初夜よりも性急に事を進めている気がして、やはり〝溜った状態〟なのだと、一華は心中で納得していた。

　熱を滾らせた硬いモノが蜜を纏わせるようにぬるぬると動く。時折花芽を擦るそれの刺激で、宙に浮いている一華の脚の爪先がぴくぴくと跳ねた。

　僅かな明かりでも光るほどに濡れた剛直が小さな蜜穴の入口にあてがわれ、ずぶずぶと沈んでいく。

　圧倒的な質量のモノが一華の柔肌を擦って奥まで入っていく。二度目とはいえ久しぶりに感じる男根は記憶よりも太く、強い快感を連れてくる。

「あ……あ……」

　子宮の壁をドンと突いたあと、すかさず腰を激しく揺さぶり始める。

　いっぱいに引いてはズズンッと突き上げる荒ぶる獅子が、一華が感じる部分を重点的に攻めてくる。

　──あ、奥……奥が熱いっ……。

　限界まで沈めた腰をぐりぐりと回転させて弱い部分を強く擦ってくる。体の芯に炉があるかのような熱を生み、一華の体が官能で満たされていく。

「あ、あ、そこは……あっ、ああん、ダメェ」

「ダメじゃないだろう？　きみは、どんどん俺を締め付けてくる」

　淫靡に腰を動かして、ニヤリと笑う彼の表情に、溢れんばかりの男性の色香と獰猛さがある。

「し、締め付けるなんて、そんなエッチなこと……」

「してる」

　腰の動きを止めて、一華の耳元に唇を寄せた。

「締め付けてるの、自覚させてやろうか？」

　イジワルな雰囲気でささやかれて、一華の鼓膜と体の芯が熱を帯びる。

　どうやって？　と訊く間もなく、一華の胸の先端がスリスリと弄られた。

「あぁ！」

　声を出したのと同時にお腹の奥がキュッとなり、身の内にある彼の男根が硬さを増した気がした。

「今のがそう」

「やっ、恥ずかしい……」

　思わず顔を反らした一華の頬が包まれて、正面を向かされる。

「いいんだ。きみが気持ちいい証拠だから」

　そう言う斗真が、少しうれしそうに見えた。

「だからもっと感じてくれ」

　再び激しく腰を振り始めた彼の動きで一華の思考は完全に蕩け、ひたすらに与えられる恍惚に身を任せた。

「あっあっあっ、や、も、だめ、あっあっ」

「いいよ、イッてくれ。俺もイクから」

　余裕のない表情で、いっそう動きを速めた斗真の息の荒さに同調するように、一華の喘ぎ声も柔ひだの熱も増していく。

　けれどもまだまだセックス初心者な一華には、なかなか限界を越えることができない。ひたすらあえぐ一華を見兼ねたのか、斗真が「きっかけをあげる」と呟いた。

　斗真の指で花芽をぐりっと押しつぶされた瞬間、体の中で膨らみ切った熱の風船がはじけるような感覚がした。

「あぁぁっ！」

「う、くっ」

　一華が達するのとほぼ同時に、斗真の精が体の中に放たれる。

　ドクンドクンと脈打った男根がずるりと引き出され、白濁した液が溢れる蜜と一緒にツーっとシーツにこぼれた。

　荒い息を吐く斗真が一華の体を拭き、隣に身を横たえる。

　一華は彼の端整な横顔を見つめながら達した余韻に浸るけれど、あることが気になっていた。

　──斗真さん、キスをしてくれなかったわ。

　セックスに入る前は、ムードを盛り上げるためにも必ずするイメージがあったのだけれど、省かれたのだろうか。

　──したい気持ちにならなかったのかな。

　今回の旅行は子作りのためのもの。だからセックスも斗真にとっては義務的なものだろう。唇を重ね合うのは、愛情があればこその行為なのかもしれない。

　冷たくされてはいないけれど、斗真からの愛情が感じられないことに、一華は寂しさを感じていた。

　

　

　──やっぱり彼からの愛情を求めるのは無理なのかな。

　一華は白のリゾートワンピースに着替えながら、寂しい気持ちになっていた。

　子作り旅行も四日を過ぎて毎晩肌を重ねているけれど、唇は重なることがないのだ。

　しかし一華も彼に恋心を抱いているかと問われれば、自信を持ってＹＥＳと言えないのが現状である。

　──でも、たまに彼にときめいてしまうのよね。

　話しかけると優しい目で見つめてくれたり、混雑するエレベーターの中では一華に人がぶつからないよう楯になってくれたりする。

　夫の役割をこなしているだけだと考えれば、そうかもしれない。だが、一華を大事にしてくれる気持ちが伝わってきたときは、胸がキュンと震えるのだ。

　だからこそキスをしないことが気になっている。

　──ああ、ダメダメ。久々に出かけるんだから、気分を上げないと！

　あいにく昨日まで天気が悪く、外出もビーチサイドのショップを回ったのみ。基本的にホテルの部屋にこもって、お互い自由に読書や映画鑑賞をして過ごしたのだ。

　斗真は主にパソコン作業をしていたが、内容は多分仕事関係だろう。一華は見て見ぬふりをしていた。

　一華は旅行初日に買った桜貝のピアスを耳に着けてみた。鏡の中では、小さな宝石と貝が耳元で小さく揺れて、今日のワンピースにもよく合っている。

「やっぱり可愛い」

　思わず笑みがこぼれる。

　些細なお洒落だけれど、普段から地味目な一華には十分にテンションアップの効果がある。

「車が下に来ているそうだ。出かける準備はできたかな？」

「はい。今行きます」

　一華はショルダーバッグを肩にかけ、斗真の元に駆け寄った。

　今日はレンタカーを手配した斗真の運転で、観光スポットを巡ることになっている。ホテルを出ると、青空に映える白い車が停まっていた。

　ピカピカに磨かれた車体に夏の太陽が眩しく光っている。

　斗真は助手席のドアを開けながら「これは右ハンドルだけど、外国産の車だよ」と説明してくれる。

　車に詳しくないけれど、遠くから眺めている人の羨望するような表情から、高級車もしくは人気車であることがわかる。

　一華が乗り込んですぐドアを閉めた斗真が運転席に回り、サングラスをかけてまもなく静かに走り出した。

　運転をする彼を見るのは初めてだ。

　Ｔシャツにハーフパンツ。斗真はカジュアルなスタイルだけれど、サングラスが似合っていていつもよりも素敵に見える。

　それに……。

　──ハンドルを握る腕が、こんなに逞しいなんて。

　サングラスの隙間から僅かに見える彼の真剣な眼差しと、片手でハンドルを操る姿がなんとも魅力的だ。

　ドライブデートを経験したことがない一華はときめきが抑えられない。

　ドキドキする心を紛らわせようと、斗真に話しかけた。

「あ、あの、どこに行きましょう？」

「滞在日程はまだ十分あるから、ただドライブコースを走るのもいいけど、とりあえず支配人から勧められた水族館に行ってみようか。割引券ももらってるし」

　胸ポケットからチケットを出してひらひらさせている。その横顔が笑っているように見えた。

　──いつもあんまり笑わないのに、割引券がうれしいのかな？　斗真さんは泣く子も笑うセレブなのに、意外。

　それに天気がいいのに建物の中に入るという斗真がおかしくて、一華は笑みをこぼしながら頷いた。

　

　

　駐車場に着き、車から降りた一華は陽光の眩しさに目を細めた。サングラスを外さない斗真と一緒に入口を目指す。

「わぁ、結構混んでますね」

「旅行者の行動はだいたい一緒だし、駐車場には観光バスもあったから。まあ、こんなもんだろう」

　平日の午前中とはいえ、水族館は観光客でにぎわっている。チケット売り場の列や入口にはカップルやツアー客らしき団体、小学生くらいの子どもを連れた家族の姿もたくさんある。

「そういえば、今は夏休み中なんですね。だから余計に人がたくさんなんだわ」

　子が生まれて成長したら、こんなふうに夏休みに旅行するのだろうか。

　未来の自分たちに思いをはせてみるけれど、斗真がどんな父親になるのか、休日は一緒に過ごしているのか。まだまだピンとこない。

　──仕事人間の彼だもの。家族で出かけるのは無理かも……でも、今回の旅行で赤ちゃんができたらいいなぁ。

　子どもを授かることができたら、自分が結婚した意義と自分の居場所が確立する。斗真から愛情を得られなくても、なんとか生活していけると思う。

　──子どもの頃からの夢が叶うのが一番だけど、高望みしちゃいけないよね……。

　今回の旅行は真紀子のひと言で無理矢理実現したものなのだ。斗真にとっては義務以外の感情はないだろうと、改めて感じてしまった。

　一華は羨望の眼差しで、ふたりして泣く子をあやす若い夫婦を眺める。

　あんなふうに共同で育児ができたら素敵だと思う。

「どうする？　ゆっくり見られるように、もう少し空いてから来ようか」

　一華は微笑んで首を振った。

「空いてる時間はないと思います。人混みの中で魚を見るのも、きっといい思い出になるわ。このまま楽しみましょう。それとも人混みは嫌いですか？」

「いや、きみが構わないなら、そうしよう」

　列に並んでチケットを買い、中に入るとひんやりした空気に包まれる。明るい外から一転した館内の暗さに目がなじまなくて、少し足元がおぼつかない。一華は、思わず斗真の袖に捕まっていた。

　瞬間斗真がぴたりと止まったので、パッと手を離して胸の前でもじもじとすり合わせる。

「あ、ごめんなさい。暗さでふらついちゃったから、つい」

「それなら掴んでいたほうがいい。夫婦なんだから遠慮するな」

　遠慮するなと言われても、心底から親しくなっていない今は、まだまだ壁を感じてしまう。斗真には威厳というか人を寄せ付けないオーラがあるのだ。

「ほら、行こう。通路の真ん中で立ち止まってると危ないから」

　斗真は一華の手を優しく掴んで人混みの中を歩き始めた。

　色鮮やかな熱帯魚や悠々と泳ぐエイの姿が目に楽しい。水槽の前にある手すりにつかまってじっくり見ていた一華はハッとした。

　──この状態、エレベーターの中と一緒……！

　混雑している水槽の前でも人に押されることなく魚を見られるのは、斗真が一華の背後に立っているから。背中側にいる彼の腕が一華の体を閉じ込めるようにして、手すりまで伸びている。

　自分の手と斗真の手が並んでいるのを見て、腕の中に守られている感覚に一華の胸がキュンキュンと騒いだ。

　きゃ～っと喜びの叫び声を上げたくなるような状況だ。

　綺麗なイソギンチャクに隠れる可愛い魚たちの泳ぎも目に入らず、水槽のガラスにおぼろげに映る斗真の顔を見つめた。

　自分の頭の上にある彼の表情はいつもと変わらない。じっと見つめていると、ふと視線が合った気がして一華は頬を染めた。

　気のせいか、口角を上げた斗真の表情がイジワルに見えた。

「そろそろ次の水槽に行こうか。後ろの子たちに前を譲ろう」

　斗真の後ろに小さな子どもたちがいて、一華は慌てて場所を譲った。

「ごめんね。可愛いお魚、ゆっくり見てね」

「おねえちゃん、ありがとう！」

　うれしそうに水槽に群がる子どもたちを見て和む一華の手を、斗真がくいっと引っ張った。

　その後も、どの水槽の前にも人だかりができているのに、一華は難なくベストポジションで鑑賞できている。こんなことは初めてである。

　学校の遠足で回ったとき、友人と一緒に回ったとき、いつだって一華は人の頭の向こうにいる魚を背伸びして見ていた。

　まっすぐ歩くのも困難なほど混んでいるのに、すいすいと見て回れるのは斗真のエスコートのおかげだ。

　でも彼は決して無理矢理に人をかき分けていない。みんな、彼のオーラに無意識に反応して道を開けてしまうのかもしれない。一種の才能だと思う。

　おかげで人気のジンベイザメも、ベストな位置から心行くまで鑑賞できたのである。

「ありがとうございます。おかげでゆっくり見られました」

　一華が笑いかけると、斗真は眩しそうに目を細めた。

　

　

　水族館を後にした車は道をひた走り、次の観光スポットにたどり着いた。ここも支配人イチオシの場所だと言う。

「類まれな景色が見られるそうだよ」

「ここが、ですか？」

　車を停めたのは駐車場と言えないような空地で、十数台の乗用車があるだけだ。類まれな景色が見られるなら、もっと人でごった返していそうなのに、ひっそりしている。

「まだ観光地として開発されていないから、比較的に穴場らしい。あの道の向こうに、海があるみたいだ」

　斗真が示すほうには、生い茂る草木の間に少し傾斜のある砂利道が伸びているだけだ。海があると言うが、距離があるのか波の音も聞こえてこない。

　凸凹した道の表面には水の流れたあとがあったり、落ち葉が積もっていたり。砂利道というより、けもの道である。

　上部にある木の枝がザザッと揺れたので、一華は思わず空を見上げた。

「あ、なんか小さな動物がいたみたい？」

　歩きながらそう言って指を差した瞬間、一華の足が落ち葉に乗ってずるっと滑った。

「きゃぁっ」

「うわぁ、っと」

　斗真の声が聞こえてすぐに体にガシッと衝撃を受けた一華は、ぎゅっと瞑っていた目を開けた。

　──え……転んでない？

　飛び込んできた斗真の腕に救われていた。ほぅっと安堵するような、大きなため息が頭の上から聞こえる。

「危なかったな……きみって、無防備というか、意外にドジなんだな」

　最後にはクスクスと笑われている。

　一華は恥ずかしくなるけれど、斗真の腕の逞しさにまたドキドキしていた。ドライブ中と水族館と今と、今日は彼の腕にときめきっぱなしだ。

　それに、笑顔がとても素敵だ。

　──斗真さんのこと、好きになってるのかも……。

「気をつけますので、この先はもう大丈夫ですよ」

　照れを隠したくて、つい強がりの言葉を口にする。けれど、斗真は一華の体を離さずに少し首を傾げた。

「そうかな？　この先はもっと下るみたいだし。頼りないから、きみは俺の手に捕まっておけ」

　珍しくも命令口調だ。怒っているのかと思ったけれど、彼が一華に向けている表情はとても柔らかい。

　結果、彼の手に捕まっていて正解だった。斜面と言っていいほどの道で、サンダル履きの一華は一歩進むにも苦労したのである。

　こんな道では、穴場になるのは当然だと思えた。

　斜面から平坦な道になると小さなトンネルがあり、光の向こうに青い海が見えた。トンネル内では波の音が共鳴して大きく聞こえ、癒しの音楽を聞いているような心地になる。

「わぁ……素敵なところですね！」

　トンネルを抜けてすぐ、思わず歓声を上げていた。真青な海とごつごつした岩場の対比が目に美しい景色を生んでいる。

　空き地にあった車の持ち主たちだろう、数十人の観光客が景色を楽しんでいた。みんな一華たちと同年代くらいで、スマホを構えている。

「あの洞窟の中に秘密があるらしい」

　斗真は岩場の途中でぽっかり口を開けている穴を指差した。

「俺も内容は知らないんだ。行ってみるか？」

「はい。探検みたいで、なんかワクワクしますね」

　洞窟の中はほぼ海水が満ちていて、通路と言えるところは縦に並んで歩けるような幅しかない。一華は斗真にぎゅっと手を握ってもらい、おそるおそる進んだ。

　でもトンネル内と同じく打ち寄せる波の音が心地よく耳に響いてくる。自然が奏でる音楽に耳を傾けながら秘密を探した。

　洞窟内にある水がコバルトブルーに輝いていて洞窟内を明るく照らしている。岩肌にあたるさまがなんとも幻想的で、外よりも格段に美しいと思えた。

「秘密って、水の色のことでしょうか？　たしかにすごく綺麗ですよね」

「いや……多分、違うな。ほら、上を見てくれ」

　斗真が指差したほうを見上げた一華は「あっ」と声を上げた。

　天井部に小さな穴が開いていて、それが綺麗なハートの形になっている。

「支配人はこう言っていたんだ。俺たちにぴったりの景色が見られますよ、と」

「私たちに、ぴったり……そうですよね、新婚ですものね」

　傍から見れば愛があって結婚したカップルで、仲良く見えるのだろう。

　斗真は今どんな気持ちでいるのか。一華の胸では、気恥ずかしさと気まずさが複雑に交じり合っている。

　──今手をつないでいるのは、単に足場が悪いからだもの。

　斗真の愛情が欲しいけれど、これといったとりえのない一華に恋をしてくれるとは思えない。

　ハートを眺めていると洞窟の入口が騒がしくなってきた。学生のグループだろうか、数人の若い男性が洞窟内を覗いて、「すげぇな」「早く入ろうぜ」と言っている。

「秘密も分かったし、外に出よう。滑りやすいから、ゆっくり歩けばいい」

　斗真も気まずさを感じているだろうに、変わらずに手を握ってくれている。そのやさしさを感じながら、彼に続いて外に向かった。

　学生たちのグループは二人が出てくるまで待っていてくれて、一華たちは無事に洞窟の外に出た。と思った刹那、笑いながら話をしていたグループの一人が突然動いて、ドンッと一華にぶつかった。

「うわぁ、すみません！」

　きゃっと声を上げる間もなく、一華の体は海のほうに飛ばされていた。しっかりつないでいたはずの手は離れてしまい、海水に体が打ち付けられていた。

　しこたま海水を飲んでしまって息が苦しい。

　喘ぐと口からごぼごぼと泡が出た。

　思ったよりも水深がある上に波の力が強くて、沈んだ体がぐんぐん沖のほうに流されそうになる。

　──死にたくない！

　必死にもがくけれど、ワンピースの布が脚に絡んでまったく泳げない。

「一華！」

　焦る彼の声と水しぶきの音がほぼ同時に聞こえ、ぐいっと力強く引き寄せられ、一華は岸に上がることができた。

　ごほっごほっとせき込む一華の背を斗真が懸命に擦ってくれる。

「大丈夫か？」

「は、はい。なんとか……。ありがとうございます」

「すみません！　ほんとにすみません！」

　一華にぶつかった男子が直角に頭を下げるが、斗真は無言のままだ。周りに人だかりができ、一華に視線が注がれていた。このままでは収拾がつきそうにない。

「もう大丈夫ですから、どうぞ洞窟探検楽しんでください」

　一華が声をかけるや否や、顔を歪めた斗真に抱き上げられていた。そのままスタスタと歩き始めたので、一華は慌てた。

「えっ、あの、体はなんともないですから、歩けます」

「ダメだ。このまま車まで行く」

　顔つきを強張らせて言い切られては、どうすることもできない。

　往路で歩くのにも苦労した斜面も難なく超えて、あっという間に駐車場に着いていた。

　少し乱暴気味に座席に座らされ、素早く運転席に回った斗真が車を走らせる。息が乱れている様子はないが、ずっと無言のままだ。

　その不機嫌そうな横顔に、一華は不安を覚えた。

　無防備でドジだと言われていたのに、迂闊な自分が残念で哀しくてならない。

「私って不注意すぎますよね……もっとしっかり手を握ってればよかったんです。ごめんなさい」

　一華はしょんぼりして俯いた。

　この後も楽しむはずの観光が台無しになったのだ。斗真もびしょぬれにしてしまって、高級な車のシートも海水にまみれている。

　嫌われたのかもしれない。

「そうじゃない。落ちたのは不可抗力だし、俺だってきみの手をしっかり掴んでいればよかったって後悔してる。その点はおあいこだよ」

　──それならどうして怒ってるの？

「ただ、俺は……一華の体がほかの男に見られるのが気に入らないんだ」

「あっ……」

　ハッとした一華は自分の体を見た。

　たしかに濡れたワンピースがぴったり体に貼りついている。しかも透けているから下着の色も形もはっきり浮かび上がって、白い布の下に見える肌色がエロティックさを強調して見えた。

「あそこにいた男たちは透けた胸と、太もものくぼみに釘づけだったんだ。スカートの裾もめくれ上がっていたし……ニヤついていた彼らがなにを考えていたか、安易に想像つく」

　海に落ちたショックで気にしていなかったけれど、こんな姿を多くの人の目に晒していた破廉恥さで、顔が真っ赤に染まる。

「そんな、やだ……」

　今更ながらに両腕で体を覆った途端、車がキッと止まった。

「ちょっと待っててくれ。すぐに戻る」

　早口で言い置いて手近にあるショップに入った。間もなく戻って着た彼の手には、青いバスタオルが握られている。

「とりあえず、これで隠しててくれ」

「すみません、ありがとうございます」

「……もう、謝らなくていい」

　口元を手の甲で覆う斗真の雰囲気がいつもと違う。挙動不審というか、感情が表に出ているというべきか。動揺しているようにも思う。

　──お店でなにか言われたのかな？

　首を傾げながらバスタオルを体に巻き付けた。

　

　

　ホテルに到着すると、斗真はすぐさまフロントで羽織るものを手配してきた。

　バスローブのようなそれを羽織って人心地着いた一華だけど、それでも人の視線から守られるように庇われてホテル内に入った。

　──やっぱり、斗真さんの様子が変、よね？

　エレベーターの中には二人以外は誰もいないのに、壁を背にした一華に向かい合うように立った斗真の腕に囲われている。

　まるで壁ドン……一昔前に流行ったときは密かに憧れていたけれど、未経験のまま青春時代を終えてしまった。

　──その、壁ドンが今……！

　海に落ちた後で不謹慎かもしれないけれど、乙女のスイッチが入って、再びきゃ～っと興奮してしまう事態である。

　今日一日は斗真の腕にドキドキさせられてばかりだ。

　──それに、彼の様子も……なんだか熱を感じるような……。気のせい、かな。

　エレベーターの扉が開くとすぐに一華の腰が引き寄せられて、半ば抱き込まれるような体勢で部屋に戻った。

　腰から手を離されて、一華はふぅっと肩の力を抜いてバスローブを脱いだ。

　服はほとんど渇いてきているが、海水の塩分で肌がベタベタして気持ち悪い。

「シャワーを浴びよう」

「斗真さん、お先にどうぞ」

「なに言ってるんだ。一華も一緒だよ。おいで」

「えっ」

　──ウソでしょ!?

　再び腰を引き寄せられて、問答無用に脱衣場に連れられてしまった。そして何故か壁に追い詰められ、再び壁ドンの体勢になっている。

「髪も海水でべとべとで、ひとりで洗、んっ……」

　言い終わらないうちに唇が塞がれていた。手のひらでやさしく頬を包まれて、唇の柔らかさを確かめるように何度も吸われている。

　何度もついばむような行為に一華の体温が上昇する。

　──まさか、キスをされるなんて。

　一華にとってはセカンドキス。にわかには信じがたい気持ちだけれど、唇を食まれている現実がある。

　舌を絡めてくる彼の吐息が熱く、口中をくすぐられると腰がゾクゾクして体が震えてしまう。

　彼のリードに身を任せているうちに、驚きも疑問も消えて、なにも考えられなくなっていった。

　背中に回った彼の手にファスナーを下ろされて、ワンピースがぱらっと足元に落ちた。ついでブラジャーのホックに指がかかる。

「ふ、んっ、ん」

　壁を背にしているせいで逃げることもできず、唇を塞がれたまま、ブラジャーがぱさりと床に落ちる音を聞いていた。

　舌を吸っていた彼の唇が、ちゅぱっと音を立てて離れていく。濡れた唇を熱に浮かされた目で見つめた。

「ダメだ……悪いけど、自分でもセーブできない。こんな気持ちは初めてだ」

　跪いた斗真の手でショーツが脱がされていった。

　彼の前で身を覆うものは何一つない。

　ふっくらと盛り上がった形のよい白い肌には、桜色の蕾が映える。美しい一華の素肌を、彼はじっと見つめている。

　その瞳には情欲だけじゃなく、甘い熱もあるように思う。それは一華に対する感情に違いなくて、胸に歓喜が湧き上がってきた。

　結婚以来、ずっと欲していたもの。彼の心が自分に向いている。ひとり相撲のような生活から、愛を育むしあわせな生活に変わった瞬間だ。

「誰にもきみの裸を想像させたくないし、触れるのは俺だけだ」

　荒々しく衣服を脱ぎ捨てた斗真に抱えられ、バスルームに入った一華はバスチェアに座るように促された。

　シャワーヘッドを持った彼が背後に立ったのが鏡に映って、シャーッと勢いよく流れる湯が降り注ぐ。

「俺が洗うから、きみはじっとしてて」

「はいっ？」

　──斗真さんが洗ってくれるって、ほんとに？　すごく恥ずかしいのだけどっ。

　でもきっと断れない。

　今の斗真は〝セーブが利かない〟状態なのだ。股間にある男性のシンボルがピキンと直立していて、鏡越しでも下半身を直視できずにいる。

　密かに困っていると、斗真が一華の背後でしゃがんだのでほっと息を漏らした。

　旅行中は毎晩抱かれているのに未だに彼の裸体に慣れていないなんて、自分でも初心すぎやしないかと考えるが、性質なので仕方がない。

　ボディタオルを使わずに、手のひらで手際よくソープを泡立てる様子をじっと見つめていた。

「一華の背中は綺麗だな……」

　そう言いながら背中を擦る絶妙な力加減。普通ならうっとりするのだろうけれど、一華のドキドキは収まらない。手をぎゅっと胸の前で組み合わせて、じっとしていた。

　背中からするりと前に移動してきた彼の両手が、円を描くように、ゆっくりお腹を撫でる。

　鏡に映るのは、彼の腕が女性らしい曲線を描いた自分の体を背後から包み込むさま。

　びしょぬれの体を車まで運んでくれた腕は、逞しい魅力を放って一華の目と心をとらえて離さない。

　泡にまみれた手が首筋をスーッと撫でおろし、鎖骨のくぼみを辿ってデコルテまで下りていく。十本の指は胸のふくらみの基部をやわやわと擦った。

　──どうしよう、このままじゃ、彼にドキドキが伝わっちゃう。

「一華、胸の前から手を退けて」

　耳元でささやく彼に耳朶を甘噛みされて、くすぐったさに首をすくめると、耳の穴に舌が差しこまれた。

　彼の吐息と耳に響く水音が情欲の泉に引き込んでいく。

「やん、んっ」

　目を瞑って快感に耐える一華の耳に、斗真は更に甘い声を投じてくる。

「ほら、手を下ろしてくれ。胸を洗えないだろう？」

　普段よりも低い声音は甘く優しく、一華の腕の力を抜いてくれる。

　力を失った手は自然に解かれて、すぐにデコルテから滑り降りた彼の手のひらが胸のふくらみを覆う。泡でまみれた指先が先端に触れ、滑らかで甘美な刺激に一華の肩がピクンと揺れた。

「んっ」

　指の腹で蕾の先端を揺さぶるように叩かれて、痺れるような快感に下半身がじわじわと熱くなっていく。

　──やだ、下が……疼いちゃう……。

「ん、あっ」

「ここ、そんなに気持ちいいの？」

　問うついでに耳朶を食まれながら胸の先端を弄られると、蜜壺から愛液がとろりと溢れる感覚がした。

　堪らずに脚をもじもじさせて背を反らせたら、不埒な指先はさらに動きを強める。

　蕾を挟んでしごき、きゅぅっと引っ張られる。その疼痛が甘美な快感に変わって、一華は切ない声を漏らした。

「あぁ……はぁ」

　恥ずかしさなんて感じていられない。彼の体に背中を預けて、ただ指の動きがもたらす刺激に翻弄される。

「一華、鏡を見て……きみにこんな色っぽい顔をさせるのは、俺だけだよ」

　斗真の言葉を受けて薄目を開けると、鏡の中には胸を弄られて頬を染め、唇を半開きにして彼にしなだれかかっている自分の姿があった。

　──これが、私の感じてる顔……なの……。

　愛されている悦びに満ちた顔だ。

「……斗真さんも、色っぽい……」

　自分の耳に唇を寄せている斗真の頬もほんのり赤い。

　いつもクールなのに、自分がそんな顔をさせているんだと思えば、とても嬉しくなる。

「一華の全身を愛したくてたまらないんだ。こんなふうに」

　鏡の中には自分の胸を覆う男性らしい大きな手。基底部から揉みあげるようにゆっくり動くさまがなんともエロティックで、一華の興奮を煽る。

「あ、んっ」

　彼の手のひらでも覆いきれないふくらみは、指が動くたび自在に形を変えている。泡と指の向こうに見え隠れする桜色の蕾が、もっと触れてと言うように硬く尖っていた。

「目を逸らさないで見てて」

　泡でぬるぬると滑る指が硬い突起を弄ぶように上下に弾いた。桜色の突起が赤みを増してぷるぷると揺れる。

「やぁ、あ、あ」

　何度も擦られる快感とエロティックな光景を見る羞恥から逃れたくて、身をよじらせても彼の腕に阻まれてしまって叶わない。

　胸だけでこんなに気持ちがいいのなら、秘部はどんな快感をくれるのだろうか。そう思えば、また蜜壺から滴が垂れる。

「今度は下も洗うよ」

　胸を弄んでいた手を休めた彼がソープを追加して泡立てている。鏡の中に映るその手を、一華は期待を込めた目でじっと見つめていた。

　男性的な手が自分の体を愛してくれるさまを想像すれば、煽情されて体がぞくぞくしてしまう。自分が思っていたよりも、〝女〟であることに気づかされてもいた。

「椅子から降りて、俺の膝に乗って」

　バスチェアに座った彼の膝に乗ると、脚を絡められて膝を開かれた。

　泡にまみれた手が下半身に伸びていく。それだけで、一華の体がぴくっと揺れている。

　ゆっくり太ももを撫でまわしていた手が脚の間に入って、ショーツラインを丁寧になぞる。ぬるぬると滑る指先がマッサージするように動いて、触れてほしい部分のそばを掠めていった。

　──あ、そこじゃないのに……。

　それでも割れ目の間際を滑る指の圧で、花芽には微かな甘い刺激が伝わってくる。

「ん……ん……」

　彼の人差し指がお腹側からつーっと下っていくと、親指が花芽に当たりそうであたらない。空気の流れを感じて、期待は否が応でも高まっていく。

　けれど、斗真は焦らすように指動かすだけだ。

　──もう少し……真ん中を……。

　じわじわと高められていく欲望に堪えられず、一華は気づかぬうちに腰をもじもじと動かしていた。

　それでも斗真の指は割れ目を無視している。

　切望に駆られた一華は体を捻って、熱のこもった目で斗真を見上げた。

「どうした？　どこに触ってほしいの？」

　クスッと笑って、額に唇を落とした彼はとてもイジワルだ。

　彼の指は花芽の間際で止まったまま。

　──斗真さん、わかってるよね？

　口にするのが恥ずかしくてイヤイヤと首を振ってみるけれど、彼はニヤリとするばかり。

「言わないと、わからないな？」

　──え、でも、なんて言えばいいの？

　見つめてくる彼の圧に負けて、そっと目を逸らした一華は僅かに口を開いた。

「あの……クリトリス、です」

　とても小さな声だけれど、バスルームに大きく響いた気がした。

「了解」

　にやりと笑った彼の指が、つん、と花芽を弾いた。

「ああぁっ」

　切望していた快感は待っていた分だけ増幅していて、一華を小さな絶頂に導いた。脚がぴくぴくと震えているけれど、斗真の指先は容赦なくくりくりと花芽を捏ね回す。

「あんっ、あ、あっ」

　快感が強すぎて、止めて、と言いたいけれど、止めてほしくない。花芽を摘ままれては強く引っ張られる疼痛と恍惚に、身をよじらせて喘いだ。

「すごく濡れてるね。ソープよりもぬるぬるしてるよ。中も洗わないとダメだね？」

　生理的な涙で潤む一華の目の前に、「今から入れるよ」と言わんばかりに中指を立てて見せる。

　熱に浮かされた目は、彼の中指に導かれるように自分の股間に向かう。じっと見つめていれば、割れ目を下った中指がズッと、一華の中に侵入してきた。

「あ、はぁぁん」

　彼の指が穴の奥をぐにぐにとかき回し、花芽も同時にこねられれば、どちらがどう感じているかわからない。わかるのは再度頂点に向かっていることだけだ。

「一華、イッたらダメだよ」

　斗真は快感にあえぐ一華に理不尽なことを言う。

「イかせるのは、俺のモノだ」

　突如指を引き抜いた斗真に膝裏を救われて体を持ち上げられた刹那、彼の股間にある剛直が蜜壺の入口にあてがわれた。

　ついでズズズズと侵入して来る圧倒的な太さと硬さに、一華は思わず呼吸を忘れた。狭い道をめりめりと押し広げて奥まで進んでいく肉棒は、感じる部分全てを擦って底知れぬ快感を生む。

「あぁぁんんん……」

　奥をひと抉りされただけで、頂点寸前までいっていた一華はあっさりと昇り詰めたのだった。

　きゅうっと男根を締め付けて、虚ろな瞳で天井を見つめる一華の耳に、野獣感に満ちた声が届く。

「もうイッたのか？　いいよ、何度もイかせてやるから」

　言いざまに腰を持ち上げられてずんっと沈められる。

「ああっんっ」

　同じ動きで何度も体を上下に揺さぶられ、一華は快感の沼にずぶずぶと引き込まれていった。

　激しく上下すればバスチェアがガタガタと鳴り、ふたりが繋がった部分からはグチュグチュと淫靡な音が響く。

　気持ちのいいところばかりを攻められて、まるで下腹部に炉があるかのように白い肌がピンク色に染まった。

　──あああ、また……また、きちゃう……っ。

　強すぎる快感にイヤイヤをしてみるも、斗真は容赦なく腰を打ちつけてくる。

　突き上げる猛々しい熱棒で擦られ続ける膣壁がひくひくと痙攣して、一華は限界の啼き声を上げた。

「あぁぁ、はぁぁん、あぁぁぁ」

　彼の腕に支えられた脚と下腹部がぴくんぴくんと揺れ、虚ろに開いた目からは透明な滴が流れ落ちた。

「ごめん一華、立って」

　彼の声におぼろげに頷いて立とうとするけれど、気だるさを隠せない体はよろけてしまう。

「おっと、平気か？」

「……はい」

「今度は俺もイクから、もう少し付き合って」

　斗真に支えられて立った一華はバスタブに手を突くように導かれた。突き出した腰を支えた彼の剛直が、ゆっくりと一華の中に沈められていく。

「あ……」

　冷めきっていない熱は簡単に高まってしまい、一華を果てのない恍惚の海へと投げ出した。

「あ、あ、ああ」

　腰を激しく打ち付ける斗真の息遣いが荒々しく、ぷりんとした桃のような肌に、青筋を立てた芯棒が現れては消える。

「あ……もうっ……もう、だめぇ……」

　体の芯が燃えるように熱くて、自分が立っているのか座っているのかさえもわからないほどに、身も心もぐずぐずに蕩けている。

「一華……っ」

　いっそう打ち付ける強さが増して奥をぐりぐり抉られると、一華は限界を超えて視界を真っ白に染めた。

「あぁぁぁ……」

「く、うっっ」

　同時に斗真も膣内に精を放っていた。どくんどくんと脈打つ剛直から熱いものがこぼれるのを、一華は感じていた。

　バスタブの縁を掴んでぐったりしていると、斗真がやさしく抱えてバスチェアに座った。

　彼はぼんやりしている一華の顎を支え、唇をちゅっと吸ってくれる。

　おかげで少し覚醒した一華は、照れた微笑みを向けた。そうすれば、斗真も微笑み返してくれる。

　心が通じ合ったと思った瞬間だ。

「さあ、今度はちゃんと洗おう」

　このあと一華はシャンプーをしてもらい、身も心も艶々になったのだった。







四　斗真の独占欲








　朝目覚めて一番に麗しい顔が視界に入り、ドキッとしてしまう。旅行に来て数日が経つのに、未だに慣れていないのだ。

　しかも彼の腕に包まれている状態で目覚める朝は、つい先日に始まったばかりである。

　──ほんと、男性なのに綺麗な肌をしてるのよね……。

　髭がのびかかっているものの、毛穴レスで美しい肌は、きちんと手入れをしてきたからだろうか。

　まじまじと見つめているとまぶたが僅かに震えて、直後にゆっくり開いた。綺麗なラインを描く目が一華を見つめ、微笑んで額にキスをくれる。

　起き抜けの甘い行為に、照れてしまう。

「おはようございます」

「おはよう一華、朝食はどうする？」

　問いかけつつ指先で髪を梳いてくれる。ときどき肌を掠める指が心地よくて、甘える猫のように目を細めた。

　斗真は劇的な変化をしている。旅行に出かける前は目を合わせて話すことはあっても、彼から話しかけることはほぼ無かったのに。

　──ほんとうに、愛され始めているみたい。

　そしていつの間にか一華も斗真を愛している。

　海に落ちた自分を助けるためにすぐさま飛び込んでくれた。斗真も流されてしまう危険があったと思うのに、勇気ある彼の行動は一華のハートをしっかり捕らえていた。

「レストランか、たまには、外に食べに行ってもいいな」

　朝から出かけるのもいいけれど、もう少し彼に甘えていたいと思う。

「ルームサービスにしたいです」

「じゃあ、どれにする？」

　そう言って彼は枕元にあるメニューを取った。

　ベッドの中でうつぶせになり、ふたりしてメニューを眺めるだけで小さなしあわせを感じる。

「三十分後に運んでもらおう」

「はい、お願いします」

　斗真がオーダーをしている姿を一華はうっとりと眺める。

　泣く子も笑う大企業ミヤサカの御曹司。冷酷な性格との噂は真実ではなく、ただ人付き合いが下手なだけ。

　でもそんな噂がなければ、花嫁候補は掃いて捨てるほどいただろう。

　姉の葉菜だって嫌がらなかったかもしれない。

　今となっては、自分に話が回ってきたことに感謝すら覚える。

　──でも、斗真さんは、いつ私のことが好きになったのかな？

　一華には華もないしなんのとりえもない。彼に好かれるようなことをした覚えもないのだ。差し入れの件など、逆に迷惑をかけたと思うのに。

　『一番の華なんて名前負けしてる』って言われたこともあるほど、幼いころから華やかな葉菜の陰になってしまい、いっさい注目されなかった。

　子どもの頃叔母に『葉菜と一華は名前を逆にしたらよかったわね。似合わないわ』と言われたのは、トラウマにもなっている。

　もともとおとなしい正確なうえに、両親から『姉のようになるな』と、交友関係も厳しく制限されてきたせいで、余計に目立たない存在になっている。

　こんな自信のない自分のどこに、魅力を感じてくれたのだろう。

　──もしかして、つり橋効果なの……？

　命の危険を感じたとき、一緒にいる男女が惹かれ合うというもの。本能が子孫を残そうとするらしい。

　海に落ちたとき、本能が開花したのか。

「一華、どうした？」

　考え込む一華の目を、心配そうに見つめてくる。

「なんでもないです」

　理由はなんであれ、斗真が優しい瞳を向けてくれる事実は変わらない。

「じゃあ朝食が来る前に、服を着ておこうか？　ホテルスタッフに一華のヌードを見せてやるわけにいかない」

　ぽん、と頭を撫でる彼の笑顔に、照れながら微笑みを返した。

　

　

　今日はビーチで泳ぐ日で、旅行に来て以来初の海遊びだ。

　一華は持参した水着を取り出した。学生の頃に着たワンピース型の水着で、少々古いけれど、まだまだ十分に着られる。

　一華は質素倹約派なので、購入したものはボロボロになるまで使ってしまう。

　たとえばスーツケースもポーチも少々端がこすれているくらいなら、留め具がしっかりしてさえいれば買い替えない。

　両親から進学祝いにもらったペンセットなんて、大切にしすぎたせいか、三年くらい使っていた。だから、葉菜に『まだ、そんなの使ってるの～？　一華は大事にしすぎだよ』と呆れられたこともある。

　逆に葉菜は飽き性な性格のためか新商品に飛びつくタイプで、新品同様のものを捨てたり、一華におさがりとしてくれたりした。

　今回の旅行前に買ったのはシフォン生地のビーチブラウスのみ。もちろんミヤサカのものだ。これを羽織っていれば、ビーチでもそれほど浮かないはずである。

　そう思っていた一華だけれど、ビーチに出てさっそく後悔してしまう。

　眩しい太陽の下、砂浜に並ぶ色とりどりのパラソルとビーチチェア。周りにいる若い女性たちはみんな最新の水着を着てキラキラして見える。

　それに……。

　──斗真さん、素敵すぎるよ……！

　八頭身のモデルスタイルな彼には、ビーチ中の女子たちの視線が集まるのだ。

　一華に負けず劣らずのシンプルな水着にビーチシャツを羽織っているだけなのに、人を振り向かせる華がある。

　水着姿でも隠し切れないセレブオーラ。顔も俳優張りに端整なこともあって、斗真はビーチで目立つ存在だった。

　一華も生まれながらにセレブなお嬢さまなのだが、斗真のようにオーラだだ漏れではない。流行のファッションで武装していない素の状態では、気力のなさが如実に表れてしまうのだ。

　女子たちはみな、斗真を見て華やいだ笑顔になり、傍にいる一華を見て怪訝そうに首をかしげる。

　──不似合いな人がそばにいるって、思われてそう……。

　やっぱり新しい水着を買うべきだった。そうすればもっと堂々としていられたはずである。

　ファッションメーカーの次期社長夫人なのに、不覚だ。

　今はミヤサカを公言してないものの、常に最新ファッションを身に着けるのも、次期社長夫人の仕事だと思える。

　会社では水着も作っているので、それを身に着けて遊ぶのは良い広告となるのだ。

　現に斗真は全身自社ブランドを身に着けているのだから。

「ごめんなさい。私、うっかりしてて……ミヤサカの新作水着を買いませんでした。次期トップ夫人ですもの、今年のトレンドを身に着けるべきですよね」

　しょんぼりしてうつむいた一華の腰を、斗真はやさしく引き寄せる。

「いや、きみにミヤサカの水着を着てほしければ、俺が渡しているよ」

「あっ、そうですよね……」

　一華は普通にビーチブラウスを購入したが、本来ならば、自社製品は買わなくてもいいのかもしれない。

「それに今はそんなことを考えなくてもいいんだ。……きみは俺だけに見つめられていればいい。特に、水着姿は目立ってはダメだ」

「え？」

　斗真の少しふてくされた表情が珍しい。ぽかんと見上げる一華に斗真はムッと口を尖らせる。

　白い肌によく合うピンクのワンピースから、すらりと伸びた脚。ふわりと羽織ったシフォンのブラウスが風に揺れて柔らかい印象を与える。一華の雰囲気にぴったりのコーディネートだ。

　一華には自覚がないが、シンプルなラインがスタイルのよさを際立たせている。視線を集めているのは斗真だけではない。

「プライベートビーチにすればよかったな。ほんとなら、パレオで脚も隠したいくらいだ」

　男性とすれ違うたび、ぐっと腰を引き寄せる彼からは僅かな独占欲が滲んでいる。それがうれしくておかしくて、一華はクスクス笑う。

「はい、目立たないようにします」

　──とはいっても、斗真さんと一緒にいれば、自然に人目についてしまうのだけど。

　歩いていてもビーチチェアに座っていても絵になるのは、一華の恋心フィルターのせいではない。

　実際に素敵なのだ。　

　斗真は腹筋も割れていて、ビーチにいるほかの男性たちと一線を画す肉体美を誇っている。一華のようにのほほんと過ごしているだけでは、このような引き締まった体にはなれない。

「もしかして。斗真さんは、ジムに通っているんですか？」

「ああ、たまに試作品の着用モデルをするから、肉体の管理は欠かせないんだ。あくまでも仕事の一環だよ」

「モデルですか!?　初耳ですよ！」

　仕事の合間に通うのなら、余計に多忙になるのだろう。休日にも行っているかもしれない。

「だから、お休みがないんですね」

「モデルといってもサンプルのみで、実際のメディアにはプロのモデルが出るんだ。だからまあ、体型維持は自己満足なんだよ」

　サンプルモデルの代わりはいくらでもいるからと、斗真は笑う。それでも続けているのは、真摯に自社製品と向き合っているからだ。

「いいえ、立派だと思います。だから、これからは私も協力しますね」

　一華は、まだまだ斗真のことを知らない。

「ありがとう。ごめん、少しの間席を外すよ」

　そう言ってお手洗いのほうを指差したので、一華は微笑んで頷いた。

　

　斗真を見送った一華はふと喉の渇きを覚えた。

　ちょうど彼が向かったほうに屋台風の売店がいくつかあり、数人の客が買い求めているのが見える。

　──飲み物を買ってこようかな。

　斗真が戻ってくるのを待とうかと思ったけれども、一華が売店のところにいれば通りざまに見つけてくれるはずだ。

　軽快な音楽が流れる売店では店員の明るい声と客の笑顔が満ちていて、一華の心もワクワクしてくる。

「えっと……どれにしようかな」

　売店前にある看板には写真付きのメニューがあって、どれもトロピカルな雰囲気に溢れ、おいしそうで悩んでしまう。

「どうしたの？」

「迷ってる？」

　突然両脇から声をかけられた一華は驚きつつも視線をあげた。

　サラリーマンふうの男性二人が、一華を挟むような感じで立っていた。おそらく三十歳手前くらいのふたりは、キョトンとする一華を見てにこにこしている。

　ふたりの視線は一華の体のラインを舐めるように上下していた。

「ひとり？　きみ、スタイルイイネ。迷ってるなら、俺たちが選んであげようか？」

「というか、買ってあげるよ。それで、あっちで一緒に飲もうよ」

　にこにこしながら波打ち際の方向を指差している。

　──えっ、これって、ナンパってこと？

「あの、そんな」

「やだなぁ～。断ったら損だよ？　もうひとり連れがいるんだけど、その彼はクルーザーを持ってるんだ。あとで乗せてもらえるよ」

　見知らぬ男性たちから誘われるのは人生初のことで、一華は恐怖を感じてしどろもどろになる。

「きっと、楽しませてあげるよ」

「でも、私、結構ですから」

　両手をぶんぶんと横に振ってみるも、ふたりは笑顔を崩さない。

「いやいや、クルーザーの中で過ごすの、気持ちいいよ？」

「きみと俺たち、四人でイイ思い出を作ろうよ」

「すごいセレブに近づけるんだよ～。こんなチャンス二度とないよ？」

　強い態度を取らないせいか、拒絶の言葉を遮るように誘いの文句を並べて一華の腕を取ろうとしてくる。

　怖くてたまらなくなった一華はじりじりと後ずさりをするけれど、同時にふたりも距離を縮めてくる。

「わ、私には、彼がいるので」

「いいじゃないか。行こうよ」

　──なんで、しつこいの？　やだ、斗真さんっ。早く戻ってきてっ。

　心の中で助けを求めたそのとき、一華の腰がぐっと引き寄せられた。

　一瞬驚くけれど、ぎゅうっと自分の体を守るように包んだ腕の逞しさで、瞬く間に胸には安堵の気持ちが広がった。

　見上げれば彼の目は、ふたりを鋭く見据えていた。その険しい表情は、一華でもゾッとするほどに冷たく見える。

「すみません。私の妻が、あなた方になにか失礼を？」

「……妻っ？」

　強気で笑顔を崩さなかったふたりが一転し、しどろもどろになり始めた。

「いえっ、なにも！　ただ、買い物に悩まれているようだったので、アドバイスをしようとしてました」

「そう、そうなんです。でもあなたがいるなら、俺たちは必要ないですね。それでは、失礼します！」

　ふたりは慌ただしく離れていった。

「ふんっ、あんな弱腰で俺の奥さんを誘うとは、百万年早い」

　吐き捨てるように言ったのち、心底安堵するように大きな息をついた。

　毅然とした態度が取れなかったことが情けなくて、一華はしゅんとしてしまう。

「きみは目が離せないな。なにもされなかったか？」

「はい。すみません。断っていたのだけど、通じなくて困りました……」

「じゃあ、これからは、大きな声で〝キャー〟と叫べ。そしたら誰もが注目するから」

　ヨシヨシと頭を撫でてくれる斗真の表情からは険しさが消えている。愛情を感じるけれど、それに甘えていてはいけないとも思う。

「そうですね、そうします」

　彼のアドバイスに頷くけれど、もっと威厳を身につけたいと強く願った。大企業の次期社長夫人として。

「でも私も強くなるよう努力します。お義母さまを目指しますよ」

「ああ～、頼むから、母を目標にするのは止めてくれ」

　手のひらで前髪をかきあげる彼の表情は心底嫌そうに見えて、一華は思わず笑みを零した。

　──やっぱり、苦手なのね？

「大丈夫です。お義母さまの領域にははるかに及びませんから」

　クスクス笑う一華につられて斗真にも笑顔が戻る。

「ああ、複雑な気分だ」

　強さを身につけてほしいが、今のままの一華が愛らしいともいう。

　笑いながらも眉を下げる彼はレアである。

　今日もいろんな表情を見せてくれる。一華に心を許している所以だろう。

「気を取り直して楽しもうか。まずは、トロピカルジュースを買うんだろう？」

「はい。斗真さんはどれにします？」

　ふたりでジュースを選びながら、彼との仲の深まりを感じていた。





☆☆☆






「ビーチバレーもどきをやりませんか？」

　そう誘ってきたのは一華だ。

　ネットはないが、砂浜に簡易な線を引いて、今まさに向き合っているところである。

「斗真さん、いきますよ～。準備いいですか～？」

　彼女はビーチボールを両手で持ち、キラキラした笑顔を向けてくる。

　──楽しそうだな。

　斗真は眩しそうに目を細めた。今回はだいぶ無理をしたけれども、旅行に来てよかったとしみじみ思う。

「よぉし、いつでも、こい」

　斗真は闘志満々にして構えて見せた。遊びとはいえ、妻を相手に負けるわけにはいかない。

「そぉれっ」という掛け声とともにバシッとボールを打った彼女は、学生時代にバレーボール部に所属していたという。

　ビニール製の軽いボールなので威力はないものの、なかなかのスピードで飛んでくる。

　対して斗真は剣道部所属だったので球技にはなじみがない。必死でボールを追いかけ、力いっぱい叩いた。そのボールの行方は。

「うわ、斗真さんっ、ラインオーバーですよ。私に一点です」

「結構、力の加減が難しいもんだな」

「かる～く打てばいいんですよ」

　大人しい彼女が動き回ってはしゃぐ姿は、また違った魅力を放っている。

　一華は自分に自信がないタイプの女性だが、斗真からみればハリウッドスターよりも輝いているように思う。

　照り付ける太陽の下で互いに爽やかな汗を流した結果、一点差で一華の勝利に終わった。

「またやりましょうね」

「もちろんだ」

　笑顔を向けてくる一華にデレッとした笑顔を返す。

　彼女の額に浮かぶ汗も、砂で汚れた肌も、なにもかもが美しく見える。青い空も海も、彼女の引き立て役に過ぎない。

　──ほんとに旅行に来てよかった。

　一華の底のない魅力と自分の気持ちに気づくことができた。今回ばかりは、機会を作ってくれた母親に感謝しきりである。

「コツを掴んだんだ。今度は負けないから」　

「あら、私だって昔の動きを思い出しましたから、負けるつもりはありませんよ？」

　クスクス笑う彼女の頬についた砂を、指先でやさしく払う。

　彼女は「ありがとうございます」と言って自分をじっと見つめてくる。

　潤んだ瞳、運動して上気した肌がますます赤みを増して、ぷっくりした唇が斗真を誘うように微かに震える。

　──この唇の柔らかさを堪能できるのは、俺だけ。

　桜を思わせる淡いピンク色の隙間から漏れ出る甘い声も、しっとりした肌の感触も。思い出せばむくむくと煩悩が湧き上がって、彼女のすべてを貪りたくなる。

　だが、今は我慢だ。

「すみません、宮坂さんじゃないですか？」

　ふたりの元に、男性が近づいてきた。年齢は六十歳くらいで、少しふっくらした体格。

　斗真にはその男性に見覚えがある気がした。

「そうですが、あなたは、たしか……マギーの？」

　マギーはファッションメーカーで、ミヤサカとは同規模の企業だ。東のミヤサカ、西のマギーと謂われるくらいに市場を二分している。

　ミヤサカの現社長とマギーの社長は犬猿の仲。業務上ではライバルともいうが、会えば張り合い、けん制し合う。

　だから、斗真に向けるのも貼り付けたような笑顔だ。

　──しかもこの人は、性質も良くない。

「はい。その通り。マギーの大おお野のでございます。通りからバレーを楽しむ姿をお見かけして、ついお声をかけてしまいました。そちらのお方は、ご友人ですか？　たいへんお仲がよろしそうに見えますが？」

「当然ですよ、私の妻ですから」

　なんとなく嫌な予感がして、一華を庇うように肩を抱いた。

「おお！　このお方が奥さまでございますか！　ほんとうにご結婚なされたんですね！」

　大野は大仰に驚いて見せる。

「いやいや、すみません。まさか、ミヤサカの次期社長夫人ともあろうお方が、そのような古くさいデザインの水着をお召しとは思いませんでしたので！　いやぁ、不倫を疑うような発言でしたな！　大変申し訳ない！」

　謝罪とは裏腹に、厭味を含んだ言葉と笑顔を崩さない。

　腕の中にいる一華が申し訳なさそうにして、身を隠す仕草をしたのに気づき、斗真は胸中で舌打ちをした。

「いやあ、遅ればせながら、ご結婚おめでとうございます」

「ありがとうございます。一華、こちらは、ファッションメーカーマギーの社長、大野さんだよ」

　一華はにこっと微笑み、「はじめまして」と、上品にあいさつをした。その彼女を大野は値踏みするような目でじっとりと見ている。

　──噂通り、無礼な人だな。

　一華をナンパしてきた二人組となんら変わらない視線だ。

「いや、綺麗な奥さまですなぁ。聞いたところによると、松原染料？　のご令嬢だとか？　生憎あまり存じ上げない企業ですが、傾きかけてるとか……あ、いやいや、これは、申し訳ないですな」

　わざとらしく失言したことを謝罪する。

　大野は一華のことを知ったうえで、声をかけてきているのだろう。ライバル企業の動向を調べないトップはいない。

「しかし、こうなると、我が息子の嫁は素晴らしいとつくづく思い知らされますなぁ。誰もが名を知る大企業のご令嬢。容姿も教養も申し分なく、美しさも、世界一の嫁だと思っておりますゆえ」

「ほう……？　ご結婚されたのですか？　存じませんでした」

「いえ、実は明日結婚式をするんですよ。十一時からガーデンパーティを催しますので、おふたりも、ご出席くださいませんか」

　──社交辞令だとは思うが、急に招待するとは、非常識だな。

　こちらは大野を招待していなかったから、それに対する厭味だろうか。

　──いや、一華と嫁を比べたいのか？

「せっかくですが、ご覧の通り旅先です。あいにく用意がございませんので、遠慮申し上げます」

「いえいえ、それは、もちろん、ご承知してますとも！　しかし、ガーデンなのでごくごくシンプルな服装で十分ですよ。ミヤサカの御子息夫妻が来てくださるだけで、場が華やぎますから、是非。Ｔシャツとスカートでも、なんなら、その古ぼけた水着でもいいのですよ？」

　にやぁっと笑う大野の挑戦的な目で、斗真の闘争心に火が点いた。

　──まったく古臭い挑発だ……だけど、親父がパーティに招待したくないほど嫌う理由がよくわかったよ。

「そこまでおっしゃるのなら、是非、お祝いに伺わせてください」

　斗真も挑戦的な目で大野に笑みを返した。

「それでは、お待ちしています」

　パーティ会場の場所を告げた大野はニヤニヤしながら去っていった。

「斗真さん、ごめんなさい。私のせいで嫌な思いをさせてしまって……」

　一華は眉を下げ、しゅんとした表情で斗真を見つめてくる。ついさっきまで輝いていたのに、すっかり自信のない彼女に戻ってしまった。

　そんな部分も愛らしいと思うし、魅力は自分だけが知っていればいいとも思う。

　だが、愛する妻を侮辱されて、憤らない夫はいない。

「大丈夫だ。心配ないよ」

　微笑みを返した。

　とはいうものの、現在は午後三時である。

　──間に合うか？

　斗真はポケットからスマホを取り出した。







五　斗真の本気








　翌日は、素晴らしい晴天に恵まれていた。

　青々とした芝生と色鮮やかな花が咲き乱れる美しい庭。ガーデンパーティとはいえ、集まった招待客たちは誰もが上質な衣装を身に纏い、カジュアルな服装で参加している人は皆無だ。

　降り注ぐ太陽の光に負けない華やかな会場を、大野はにたり顔で見回して、女性の受付係に尋ねた。

「おい、ミヤサカのボンボン夫妻はまだ来とらんか？」

「はい？　ミヤサカの御曹司夫妻ですか。来られる予定なのですか？　ご招待していませんよね？」

　受付係は名簿を見て首を傾げる。

「昨日の夕方ごろに海で見かけたから、誘ったんだよ」

「夕方ですか……急では、奥さまのドレスの準備もできないでしょう」

「ああ、だからカジュアルで良いと言ったら招待を受けたんだ。ミヤサカのイモ嫁はどんな服を着てくるのか楽しみだよ。ほんとうに水着で来るかもなぁ」

　大野は「わっはっはっは」と笑った。

「社長もイジワルですね」

　社長秘書である彼女は遠慮のない言葉を向ける。

「忌々しいミヤサカへの鬱憤が溜まってるんだ。これくらいしてもいいだろう」

「まあ、南の島でもそれなりの店がありますから、購入するか、貸衣装で調達してくるんじゃないですか？」

「でも島の衣装屋なんか、古臭いのしかないだろう。まあ、あのイモくさい嫁には似合うだろうがな！」

　さも愉快そうに笑う。

「到着したら、真っ先に教えてくれ。うちの美しい嫁と比較して、一番に笑ってやる」

「わかりました」

　受付係は呆れたように小さなため息をついて、去っていく大野の背中越しに会場内を見ていた。

「すみません。遅くなりましたが、宮坂です。受付はこちらでよろしいですか？」

「はい、そうで……」

　声をかけられて振り向いた受付係は一瞬言葉を忘れて、ぽかんと見上げてしまっていた。

　黒の上質なスーツを着た男性からは、少女漫画のヒーローのようなキラキラオーラが出ているように見えたからだ。

　小顔で高身長。額に一束零れた少しくせのある髪が、綺麗なラインを描く二重の目を引きたたせている。

　御曹司勝負はミヤサカ勝利で決まりだと受付係は思い、ハッと我に返った。

「失礼いたしました。こちらにお名前をお願いいたします」

　宮坂の御曹司が記帳のために身をかがめたとき、後ろで半分隠れていた女性の姿が現れた。

「わぁっ……」

　感嘆の声が漏れたのは受付係である。

　白い肌にパステルカラーがよく合っていて、美しいのだ。

　それに、アシンメトリーな裾が上品で華やかな淡いクリームイエローのドレスはサイズがぴったりで、プレタポルテではなく最新のオートクチュールに思えた。

　同布で作った花とパールを使用したヘアアクセサリーも、廉価なものではないように見える。

　とはいえ華美過ぎず、結婚式のマナー的にはセーフだ。さすが、ライバル企業ミヤサカの御曹司夫妻である。

　そこまで観察をして、大野から知らせるよう言われていたのを思い出した受付係だが、黙っておくことにした。

　わざわざ知らせなくとも、気づくだろうと思えたからだ。

「一華、緊張しなくていいから。笑顔で行こう」

　なんともやさしい声音で言った御曹司は、妻の手を取って自分の腕に絡めている。

　対して妻は「ええ、斗真さんがいるから平気です」と微笑んだ。

　宮坂の御曹司は見目麗しいが冷酷な人柄との噂があったが、目の前の人物が妻を気遣う様子からは冷たさの欠片も見えない。

「噂って、あてにならないものね……」

　それに決して〝イモ嫁〟ではない。

　緑の芝の上を歩いていく御曹司夫妻に気づき、振り向いた人たちの表情には驚嘆と羨望が見える。

　受付係はふたりを見送りつつ、大野の敗北を確信して苦笑いをしたのだった。

　

　

　明るい日差しの中、芝の上を歩く一華は斗真の腕をきゅっと掴んでいた。

　昨日の大野の言動を思い出せば、このパーティでもひと悶着が起きる予感がして、緊張も不安もないとは言えない。

　けれど、『俺が守ってやる』と、しっかり伝えてくれた斗真の存在が心強く、一華はなにがあっても動揺せず、品よく振舞うことに徹しようと決めていた。

　さすがミヤサカと市場を二分する大企業というべきか、会場には多くの人が集っている。

　歓談を止めて振り向く人たちの中で、何人かは自分たちの結婚披露パーティで言葉を交わした覚えがある。

　驚きの色を隠さない彼らに微笑みながら目礼をしつつ、主賓の元に向かう斗真のエスコートに従っている。

　──でもまさか、斗真さんの進めていたプロジェクトが旅先で功を奏すなんて、本人も思ってなかったよね。

　ブライダルプロジェクト。

　大手のイベント会社と契約を結び、ブライダルをはじめとする各種パーティのための衣装制作販売。著名なデザイナーに依頼し、国内だけでなく海外にもシェアを広げるため、斗真は毎日奔走していたという。

『ご要望のドレスお持ちいたしました！』

　昨夜遅く部屋に駆け込むように入ってきた男性はミヤサカの社員で、息つく間もなくスーツケースを開けていた。

『これは出かける少し前に仕上がったばかりなんですよ』

　サッと広げられたドレスの素晴らしさに一華は称賛の声を上げた。

　柔らかな風合いの布に施された花の刺繍は華やかでありながらも主張しすぎず、アシンメトリーな裾は可愛らしさと上品さを演出している。

『この刺繍は職人の手仕事なんだ』

　目をキラキラさせて見入っている一華に、『世界で一着しかない』と斗真が説明してくれる。

『この布は松原染料の染粉を使ってるんだ』と、嬉しいことも教えてくれる。

『ありがとう、斗真さん』

『気に入った？』

『ええ、とても！』

『じゃあ、細かいサイズ合わせをしようか』

　このとき斗真がお針子もどきの技術を持っていることを知り、一華はたいそうな衝撃を受けたのだった。

　聞けば、デザインの勉強のために一年ほど海外留学したとき、服を制作した関係で自然に身についたと話した。

　──なんでもできるなんて、さすがだわ……。

　でもミヤサカを盛り立てるため、服飾に関することはすべて勉強してきた彼は情熱家だと思う。

　本質は一途なのだろう。

　ドレスを運んでくれた社員は美容スタッフを伴っていたので、一華は難なく身支度が整えられたのだった。

　少し遅刻してしまったのは〝華やかさの演出〟のためだ。

　遅く登場すれば華やかさが際立って、来賓たちの注目を集めやすい。そうすれば大野も暴言を吐きにくいとの判断である。

　向かう先にいる大野は来賓たちと歓談中だが、一華たちに気づいたのかふと顔を上げてこちらを見た。

　一華の姿を確認した大野の笑顔がみるみる歪んでいく。

　ぐっと唇を結んで睨むようにしている大野の前に並び、斗真と一華は艶やかに微笑んで一礼をした。

「ご子息のご結婚まことにおめでとうございます。お招きに従い、パーティのひと華となるべく装いを改め、夫妻で参上いたしました」

　斗真の挨拶を聞いた心中はいかほどか、大野が握った拳はぶるぶると震えている。

　周りにいる来賓たちは戸惑い息をひそめており、華やかなパーティ会場はこの一角だけ、空気がぴんと張り詰めていた。

「……感謝する」

　言葉短く言い放ち、背を向けた大野は大股で離れていった。

　その後すぐそばで呆気にとられている主賓たちに祝いの言葉を送り、一華たちは来賓たちの輪に加わった。

　見知った人が多いため「宮坂の御曹司が招待されているとは意外だった」とか、「大野の豹変ぶりが愉快だった」と話しかけられる。

　そのたび斗真は招待されたいきさつを、当たり障りなく話している。

　対して一華はご婦人方に話しかけられている。

「今日は素敵なドレスをお召しね。華があるけれど、花嫁を霞ませない気品あるデザイン。やっぱりミヤサカですね」

「ありがとうございます」

「この会場に来てる誰よりも、一華さんが美しいわ。あっ、もちろん、花嫁以外ね」

「こうしていると、おふたりの結婚パーティを思い出しますわね～」

　ご婦人方は上品な笑いを交えて会話をしてくれる。

　一華は今日の主賓たちの様子をちらりと見て、自分たちの結婚式の日を思い返した。あのときは斗真とのコミュニケーションも十分ではなく、緊張と戸惑いの連続だった。

　まごまごしていたシーンばかりで忘れたいような出来事だったけれど、今は微笑ましい記憶に変わりつつある。

　──いつか、笑って話せる日がきそう。

　そんな中、一華は背後から声をかけられた。

「一華じゃないの！」

　振り向くと、懐かしくも会いたくない人がそこにいた。

「驚いたわ。ここで会うとは思ってなかったもの」

「私も……よ」

　姉の葉菜である。

　相変わらずに美しく華やかで目立つ容姿だ。数人の若い男性を伴っているし、近くに寄らないまでも独身男性たちの視線を集めているようだ。

　──この魅力で、松原染料を援助してくれる、立派な企業の御曹司と結婚できてたんじゃないかな。

　改めて確信するのだけれど、葉菜はまだまだ自由を奪われたくなくて、一華に役目を押し付けただけに過ぎない。

「私は花嫁の友人なのよ。一華たちは、取引関係じゃないわよね。マギーとミヤサカの社長は犬猿の仲って噂あるもの」

「私たちが招待されたのは、偶然大野社長にお会いしたからなの」

　でも今は、利用されて良かったと心の底から思う。

　──だって、素敵な旦那さまと結婚できたのだから。

「そうだったの～。急で大変だったわね。上手くいってないのに、人前では仲がいいふりをするのも苦労するでしょ。仮面夫婦も大変ね～」

　葉菜は気の毒そうに眉を下げて見せる。

　本気で夫婦仲がよくないと思っているようだ。

　しかもそれを楽しんでいるようにも感じる。

　──目が笑ってるもの。

　葉菜は昔からそうだった。

　一華がいじめられているときは、『可哀想』と言いつつも守ってくれることもなく、グスグスと泣いているのをおもしろそうに眺めているだけだった。

『いじめられる方が悪いのよ』

　今までの一華なら、なにを言われてもしゅんとして俯くだけだった。けれど今は、斗真に愛されている今は、自信を持って反論できる。

「仮面夫婦なんて、全然違うわ。勘違いしないで、斗真さんとは、ちゃんと心が通じ合ってるの」

「そう？　でもこの目で見ないと、とても信じられないわ。ご当人は、さっきほかの女性と話をしていたし、そちらのほうが仲良さげに見えたけど、ほんとうはほかの人と結婚したかったんでしょうね」

　やれやれといった表情で首を振る葉菜の頬が、ピクッと引きつった。その変化に首を傾げる一華の肩がスッと抱かれる。

　斗真の登場である。

「お義姉さん、こんにちは。ご心配いただかなくても、僕は一華を愛していますよ。彼女以外の女性は眼中にありません」

　やさしく抱き寄せられ、額に唇が落とされた。

「この会場内で、きみが一番素敵だよ」

　甘いささやき声と綺麗な瞳が熱を伝えてくる。一華は彼の胸にひたっと頬を寄せた。心臓の鼓動が心地よく耳に響いてくる。

「斗真さん……」

　人目もはばからずにいちゃいちゃする一華たちを見た葉菜は、顎を外さんばかりに口をぽかーんとあけていた。

「し、心配する必要なかったみたいね！　どうぞしあわせに！」

　そそくさと離れていく様子を見て、思わず一華は「ふふっ」と笑いを零した。

　葉菜に対して初めてスカッとでき、コンプレックスからも解放されていたのだ。

　──彼が自信を持たせてくれたおかげね。

　このパーティで斗真との絆が一段と深まった気がした。

　

　

　パーティ会場を出たのは、午後二時頃。ホテルに戻った一華はＴシャツ素材のワンピース型の部屋着に着替え、ソファでくつろいでいる斗真の横に座った。

　彼もＴシャツにスウェットだ。今日はもうどこにも出かける気はない。

「パーティではみんなと話をしてばかりで、あまり食べてないだろう？　だから用意してもらったんだ」

　テーブルの上には簡易な料理とワインがある。斗真は会場を出る前にルームサービスを頼んでおいたという。

「はい、いただきます」

　一華のグラスにもルビー色の液体が注がれた。

　彼とお疲れさまの乾杯をして、グラスに口をつける。ほんのり甘い香りが口内に満ちて、ほっと一息ついた。

「いいパーティでしたね。ふたりともしあわせそうだった」

　最後に行われた花嫁の両親への感謝の言葉。

　まったく面識のない人たちの結婚だったけれど、一華は感激してもらい泣きしてしまっていた。

　自分の結婚式では両親への感謝の言葉さえも送っていない。というよりあのときは、両親とじっくり顔を合わせてもいない。

　両親との関係はあまり良くなかったけれど、今まで育ててくれた感謝の気持ちはある。ふと今度手紙にしたためて送ってみようと思えた。

「ふたりは恋愛結婚だそうですね」

「そうらしいな。でも俺たちも、今はお互いに恋をしあってるんだ。時期が少しずれただけの恋愛結婚と言えるよ」

「そうですね。それ、素敵な考えです」

　一華はしあわせに満ちた笑みをこぼす。

「でも、今日のパーティに参加して、俺こそが世界で一番しあわせな男だと改めて気づいた。一華と出会えてよかったと思ってる」

「私も斗真さんと結婚できてしあわせです」

　愛のない利害が一致しただけの政略的な結婚だった。でもはじまりなんて、どんな形でもいいのだ。

　お見合いという、出会いが仕組まれたものであっても、ふたりが愛しみ合って生活できれば巡り合ったのは奇跡だと言える。

　見つめれば、見つめ返してくれる人がいる。

「愛してるよ、一華」

「私も世界で一番愛しています」

　手を握れば、体ごと包み込んでくれる腕がある。なにもかも委ねられる心の平穏は、結婚しなければ味わえなかったことだ。

　彼の澄んだ眼差しを見ていると心が吸い込まれていくような、不思議な魅惑に取りつかれる。

「頬が赤いね。もう酔ってきた？」

　自分の頬を滑る彼の指先が唇に触れて、官能の世界に誘う。

　──キスして……。

　彼の問いに応えないまま、瞳で訴えるようにじっと見つめていると、彼はグラスを取ってワインを口に含んだ。

　熱を帯びた瞳に映る自分が大きくなっていく。視界が瞳で覆われる間際に瞼を閉じれば、彼の唇から零れるワインを舌で味わっていた。

　彼の唾液が混じる液体は媚薬のように一華の心を酔わせ、気づけば自分から彼の舌を求めていた。

　斗真の頬を両手で支えて、貪るように舌を吸う。日頃そうされるように、口中で彼とまぐわう舌はたしかな愛情を伝え合う。

　欲望のままに唇を重ねてふと離れてみると、いつの間にか斗真の体を押し倒していた。

　自分が覆いかぶさっているアングルで見る彼はいつもより色っぽくて、少しだけ気弱に見える。

　支配欲をそそるというべきか、自分だけがこんなふうに接することができる特別感に悦びを感じている。

　──斗真さんは、いつもこんな気持ちになるのかな？

「今日は積極的だね？」

　問われれば途端に気恥ずかしくなって、一華はそっと目を逸らした。

「その、愛情のおもむくままにしてみました。もしかして、引きました……？」

「まさか、引くはずがないだろう」

　言葉とともにサッと肩を持たれ、あ、と思う間もなく一華の視界が反転していた。

「だけど、俺をリードするには少し早いかな？」

　目をじっと見つめて口角を上げるだけの笑み。雄花が蝶を誘うような妖艶な表情に、一華のハートがズキズキと萌える。

　他人にはクールな表現しか見せないのに、こんな彼を見られるのも妻の自分だけだ。

　その魅惑的な瞳のまま、斗真は一華の胸のラインを指先でツーッと辿る。マシュマロのように柔らかな丘をなぞる指が敏感な頂を探り当て、ぴんっと弾いた。

「んっ」

　電流が流れたような刺激で一華の背がピクンと跳ねる。

「下着着けてないのは、俺にこうされることを期待してた、ってことでいいのかな？」

「そ、そんな……聞かないで……」

　たしかに、その通りである。

　けれども、夫婦とはいえまだまだ一華は羞恥心を忘れていない。熱っぽい顔を手のひらでそっと隠した。

「いいよ。一華の体はちゃんと答えてくれてる。顔を隠さないで、自分の体を見てごらん」

　羞恥に染まりながらもそっと目を開けると、彼はニッと微笑み、胸のふくらみにそってＴシャツをぴんと張ってみせる。

「ほら、ここは触ってほしそうだろう」

　イジワルに微笑みながら、布の上から指先でトントンと先端を叩く。

　微振動がもたらす快感で、つんと尖った先端が、ますますはっきりと浮かび上がっていく。

　まるで小高い山の上に極小のテントが二つあるかのようで、自分の体ながらも興奮を煽られてしまう。

「望み通りにしてあげるよ」

　斗真は自分の尖らせた舌を指差した。ゆっくり近づいていったそれが、布にぽちっと浮き出ている先端を掠めた。

「あ、あっ」

　──少ししか触れてないのに、感じちゃうなんて……。

　薔薇の花びらのような舌が布越しに乳首を弄って、もう片方の先端は指の腹ですりすりと擦られている。

　見ているのが恥ずかしいはずなのに、彼の行為から目を逸らすことができない。

　布のざらつく触感と唾液の温度が与える刺激は一華の体を火照らせ、蜜壺からは愛液がじゅわっと溢れだしていた。

　甘い愛撫に酔いしれているとじゅっと音を立てて強く吸われ、指で擦られていた乳首はグリッとねじられた。

「あぁんっ」

　急に訪れた疼痛に顔を歪めるけれど、なだめるような甘い刺激と交互に繰り返されれば、なぜか疼痛も快感に変わってしまう。

「あぁ、ん、んっ」

　彼にされることのすべてが、気持ちがいいと感じる体になってしまったのか。

　斗真しか知らない一華にはわからないけれど、彼を信頼しているからこそ、どんな愛撫でも快感を得られるのだと思う。

「一華、座って」

　背中に腕を入れられてスッと引き起こされた。

「ショーツを脱いで、脚を開いたままソファの上に乗せて」

「え、そんな……っ」

「一華の恥ずかしいところをもっと見たいんだ。ここもなかなかエッチだけどね」

　斗真の指した部分、唾液で濡れたＴシャツから桜色の蕾が透けて見えた。

　斗真の人差し指が濡れた部分の輪郭をなぞれば、さらに蕾の色がはっきりと浮かび上がった。

「や、やだっ」

　全部脱がされるよりも官能的に思えて、彼の眼前でショーツを脱いでいることも相まって、ますます一華の羞恥心を煽る。

「でも、こっちのほうが本命。一華は膝を立てて抱えてて。脚を閉じたらダメだよ」

　やさしく命じる声とは裏腹に、彼の瞳には肉食獣のような獰猛さがある。

　──逆らえない。

　というよりも、「従いたい」と思ってしまう。

　斗真の行為から得られる快感に期待しているから。

　おずおずと膝を抱えると秘めた部分があれらもなくさらされる。斗真は一華の前で跪いて股間に顔を近づけた。

「もう濡れてるの、自分でも分かってるかな」

　蜜のしたたる穴の部分に斗真の指があてがわれ、つ、と挿し込まれた。

「あ、はぁん……」

　ほんの少し触れられただけなのに子宮が疼くような快感に襲われて、〝もっと奥まで〟を求めてしまう。

　けれど、斗真は入口をぴとぴとと叩くにとどめ、指を離してしまった。

　──ああ……もっと激しくしてほしいのに……。

　残念に思ったのは束の間で、指に着いた愛液を敏感な花芽にぬるぬると塗りつけられた。

　蜜にまみれた花芽が上下左右に転がされ、ぬるついた指の摩擦が腰の砕けそうな快感を生む。

「あっ、それ、ダメぇ……っ、あっ、あぁ、あっ」

　膝を抱えている姿勢だから、体をねじらせて快感を逃すことができない。膝をぎゅっと握って僅かに動く腰をくねらせてみれば、指の摩擦がますます強まった。

「ダメじゃないだろう？　〝もっと〟だ。今日の一華は積極的だろう。何度でもイかせてあげるから、言ってみて」

　──何度でも……？

　快感に悶えながらも思う。

　一度や二度ではなく、複数回も頂点にいくことができるのだろうか。セックス初心者の一華には考えられないことだ。

　けれど、その領域に達してみたいとも思えた。

「あぁ……もっと……ください……もっとぉ……」

「もちろんだ」

　言葉とともに充血しきった花芽が爪の先でカリカリと引っかかれると、快感の限界に達した一華の腰がぴくんぴくんと痙攣した。

「あぁっ、はぁぁっ」

　痙攣の最中にも、蜜の滴る穴にズッと挿れられた指が一華の感じる部分を容赦なく擦って攻めてくる。

「そんな、まだ……あぁ、っん」

　指が出し入れされるたび、グチュッグチュッと大きな水音が鳴り響く。

「もっと感じろ」

　さんざん快感を教え込まれた花芽を斗真の舌が強くしごき、快感の波が大きく打ち寄せてくる。一華の下半身の熱がどんどん膨張していった。

「あ、そこっ……そこ、熱い……熱いのぉっ」

　強すぎる快感に耐えられないけれど、「ダメ」は言えない。懸命にイヤイヤをしてみるも斗真の愛撫は止まない。

　花芽を吸われて奥をグリグリ攻められると、二度目の頂点はあっけなく訪れた。

「あぁぁっ……」

　涙で霞んだ視界に映る天井をぼんやり見つめ、膝を抱えていた手は力なくソファの上に落ちた。

　かろうじて膝を立てているものの、腰はソファからずり落ちそうになっている。あられもない姿だけれど、もう恥ずかしさなど微塵も感じていられない。

「まだまだだよ。こっちにおいで」

　恍惚に濡れた目に斗真の微笑みが映って、快感の余韻に浸る体が難なく抱き上げられ、窓のそばに立たされた。

　外はまだまだ明るくて、日に照らされた海がキラキラ輝いているのが見える。ビーチで遊ぶ人たちの姿もたくさんあった。

　一華の部屋着が逃がされて、床にぽんと投げられた。ついで斗真の衣服も床に散らばり、レースのカーテンがサッと開けられた。

「斗真さん……？」

「立ったまま、外を見ながらしよう。大丈夫、外からは一華の姿は見えないから」

　後ろからすっぽり抱きすくめられて、耳元でささやく彼の声は蕩けそうに甘い。背中に感じる男根は猛々しくて、体の中に入る準備は万端に整っている。

　たしかに、ホテルの最上階にある部屋を外から覗くのは難しいだろう。実際に外にいる人たちの姿も小指程度の大きさしかない。

「誰にも見せるつもりはないんだ。安心してくれ」

　ぺろっと耳朶を舐める吐息が高まる一方の興奮を伝えてくる。彼の両手は一華の胸を揉みしだき、桜色の突起を指の腹で弾く。

　その行為が窓にうっすらと映っていた。

「ぁん、んんっ」

　斗真の言う通り外からは見えないだろうものの、陽が降り注ぐビーチで動く人たちがよく見えるのは、いいのか悪いのか。行楽にきているみんなは笑顔で話し、活動しているのだ。

　隔絶した空間で及ぶ行為との格差に、いけないことをしている背徳感と特別感が一華の胸の中で交差してしまう。

　──陽のあたる部屋で子作りをしているのは、私たちだけだわ。

　そんな一華だったけれど、脚の間に彼の猛るモノが入ってきてゆるゆると腰を動かされると、意識はすぐに官能に染められた。

「あっ、あたってる……ぁ、はあっ」

　斗真の荒ぶる肉棒が二度も頂点に導いた花芽を強く擦っていて、一華は自然に腰を前後に動かしていた。

　中に入って来たら、さらなる快感が得られるのだけど、斗真は溢れ出る蜜を剛直に塗るように動かすばかりだ。

　早く入れてほしいもどかしさから彼を振り仰ぐと、チュッと唇を吸われる。舌を絡ませていると、腰の動きが止んでしまった。

　キスを止めても動かない。

「……斗真さん？」

「ん？　一華はどうしてほしいの？」

　──望みはわかってるはずなのに……。

　斗真は一華の股間にあてがったままイジワルにも尋ねてくる。

「言わないと、ずっとこのままだよ」

　限界まで下半身の疼きを高められて、一華の花弁は硬い芯を求めて甘い蜜をしたたらせるばかり。熱がくすぶったままでは、鎮火させようにもどうしようもない。

「斗真さんの……を入れて……イかせてほしいです」

　そのものを口にできないが小さな声で伝えると、一華の股間にあるモノがグンッと、いっそう大きくなったのを感じた。

　──えっ、まだ硬くなるの？

「了解。さっきの約束通りにするよ」

「あっ」

　脚の間に入っていた剛直が抜かれ、少しお尻を突き出すように導かれると、蜜が溢れる入口にあてがわれた。それがずぶずぶと一華の中に沈められていく。

　まだまだ狭さを伴う膣内を押し広げるように斗真が入ってくる。

　とんでもなく大きくて硬いモノがみっちりと隙間なく中を埋めていく充足感と、待ち望んでいた以上の快感が一華を襲う。

「あはぁ……」

　平衡感覚が崩れて、思わず窓に手を突いた。

　ビーチは変わらずにまばゆいほどのきらめきを放っているけれど、一華の目は、微かに窓に映る自分の体が彼の腰の動きで揺れる姿を映していた。

「は……あぁ……あっ……」

　前後に腰が動けば、グジュ、グジュ、と淫靡な音が響いて、一華の胸がぷるぷると揺れる。揺れるふくらみを斗真の手のひらが覆って、二本の指で桜色の突起をすりすりと擦った。

　──気持ちいい……。

　奥まで到達したまま、斗真は腰をグルグルと回す。剛直の先端が一華の感じる部分をぐりぐりと擦って、下半身の熱がどんどん高まっていった。

「あっ、あっ、イイ……奥が……あぁっ」

　あまりに気持ちよくてぷるぷると腰を震わせると、斗真が両手でガシッと支えた。

　プリンとしたお尻の割れ目に、青筋の入った太い肉棒が現れては消える。いっぱいまで引き抜いてズンッと穿たれれば、ただただ嬌声を上げることしかできない。

「一華、三度目だ……イクぞ」

　ささやくように言った斗真が、パンパンパンと激しく腰を打ち付ける。頂点寸前だった一華は、あっけなく上り詰めてしまっていた。

「待っ……あ、あっ、やあぁぁぁぁ……っ」

　がくがくと膝が震えて立っていることもままならない。そんな一華の片足をスッと持ち上げた斗真は、再び腰の抽送を始めた。

　バレリーナのように脚を高くあげられて、気持ちいいところを攻められる。普段ならば恥ずかしくてたまらない体位だけれど、今はそんなことは微塵も思えない。

　与えられる恍惚に酔って生理的な涙を流し、何度も頂点を味わわされていった。

「あぁぁ、やぁっ、はあん。ん……い、イクぅぅぅう……」

　幾度目かの絶頂を味わって、ぴくぴく震える一華の体がそっとソファに横たえられた。

　いつの間に窓際から移動していたのか、思い出そうとしても官能に痺れた脳はまったく機能しない。

「今度は俺もイクから、ごめん、もう少し頑張って」

　すでにぐったりしている一華の体を気遣うように撫で、それでもぐいっと脚を広げさせた斗真の猛る剛直がずぶっと挿しこまれた。

　ぐずぐずに蕩けた一華の中を何度も激しく穿つ。

「今度は一緒にイこう」

　ガシッと体を抱え込んだ斗真の腰の動きが速度を増して、一華の脳裏に火花が散り、意識が真っ白に染まっていった。

「あぁぁ……っ」

「う、くっ」

　荒い息を吐く斗真の剛直から精がほとばしり、膣内を白濁液で満たした。

　初の何度もイク経験をした一華は意識を手放していた。

　微睡みのなかで、ベッドまで運ばれたのを微かに感じていた。







エピローグ　しあわせな生活








　南の島のバカンスを終えて、ふたりには日常が戻った。

　スーツをビシッと着た凛々しい斗真が玄関に向かい、一華が後を追う。

　朝のルーティン、いつも通りの光景──だけれど、以前とは明らかに違う。甘々な新婚カップルになっていた。

　靴を履き終わった彼がくるりと振り向き、そっと一華の頬に触れた。見つめてくる瞳はとてもやさしい。

「今日は早めに帰るよ」

「うれしい。もしかして定時くらいですか？」

　頻繁に連絡をくれるようになったし、仕事量をセーブして、ふたりで過ごす時間を多くとってくれるようになったのだ。

　同じベッドで眠るようになったし、休日も仕事に出かけていくことがなくなった。

「どうかな。会社を出る前に連絡するよ」

　微笑みながら頬から手を離した斗真が、ふと真面目な表情になる。

「それから、くれぐれも走ったり、重い物を持ったりしないように。買い物は俺が付き合うから。いいね？」

「はい。わかってます。でも、軽いものなら一人で買い物に行ってもいいでしょう？　コンビニくらいなら、平気ですよ」

　一華が尋ねると斗真は渋い顔をした。

「ダメだ。急ぎなら母を呼んで行けばいいから」

「そんな、わざわざ来ていただくなんて、悪いもの」

「そんなことない。嬉々として荷物持ちをしてくれるよ。絶対だ」

　少しうんざりしたような、でも笑顔で言うから、一華はクスクスと笑った。

「たしかに、そうかもしれませんね」

「じゃあ、いってきます。なにかあったら、すぐに連絡するように」

「はい、いってらっしゃい」

　少々心配そうな面持ちのまま斗真は出勤していき、見送った一華は「ふふっ」と思い出し笑いをした。

　──まったく、心配性なパパですね。

　心の中で語りかけながら、自分のお腹をそっと撫でてみる。

　まだふくらみは目立っていないけれど、自分の体の中に新しい生命が宿っているのだ。

　懐妊が発覚したのは、ほんの三日前のことだ。

　生理が遅れていることに気づいて斗真に相談すると、彼は仕事を休んで病院に連れて行ってくれた。

『ご懐妊ですよ。おめでとうございます』

　ふたりで医師の言葉を聞いたとき、一華は歓喜で胸がいっぱいになったし、斗真も目を潤ませていた。

　その足ですぐに真紀子に報告に行ったのである。

『母さん。ありがとう。おかげで子が授かりました』

　斗真の言葉に、いつも厳しい真紀子の表情が柔和になって、ほろりと涙を零していた。

　これで跡取りは斗真に決まりねと、心の底から喜んでいる姿を見て一華も涙したのだった。

『一華さん、たくさん栄養を取って、健やかな子を産んで頂戴ね。私にできることは何でもするから、遠慮なく連絡してね』

　そんなありがたい言葉を貰ったのだった。

　そして気が早いことにも、たくさんの育児グッズを送ってくれたのである。

「おばあちゃん、私の夢が叶ったわ」

　天国にいる祖母に向けてそっと呟いて、しあわせに満ちた微笑みを零した。

　

完
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　こんにちは。はじめまして、著者の涼すず川かわ凛りんと申します。

　濃蜜ラブルージュでの一作目【強面御曹司の溺愛は蕩けるように甘い～蜜月身ごもり政略結婚～】をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　今回のヒロインは社長令嬢で、二人の関係は政略結婚。これまで庶民ヒロインばかりを書いていた私にとっては初の試みでしたが、いかがでしたでしょうか。

　一華が実家の会社を救うために課せられた使命は、冷徹な性格と噂の斗真と結婚をして子どもを授かること。斗真はクールですが、冷酷ではありません。仕事に熱中するあまり、人の心の機微に興味がないだけです。

　一華のけなげな努力と、ぎこちない二人が徐々に打ち解け、クールだった斗真が一華を溺愛していく様子をお楽しみいただけていれば幸いです。

　さてお礼です。美麗なイラストで華を添えてくださった、園その見み亜あ季きさま。校正編集をしてくださった担当さま。

　なにより、本作をお読みくださった皆様に深く感謝申し上げます。

　また違う作品でみなさまにお目にかかれることを、心より願っています。






二〇二二年　八月　涼川凛
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著作もそんなタイプのヒーローが多めです。
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●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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